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第 １ 章  総 則  

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 規 則 は 、 大 磯 町 ま ち づ く り 条 例 （ 平 成 1 3年 大 磯 町 条 例 第 3 1号 。

以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） の 施 行 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 利 害 関 係 者 ）  

第 ２ 条  条 例 第 ５ 条 第 １ 号 の 規 則 で 定 め る 利 害 関 係 者 は 、 次 に 掲 げ る 者 と す

る 。  

(１ )  町 内 の 土 地 又 は 建 物 に つ い て 対 抗 要 件 を 備 え た 地 上 権 （ 土 地 の 場 合

に 限 る 。 以 下 同 じ 。 ） 若 し く は 賃 借 権 又 は 登 記 し た 先 取 特 権 、 質 権 若 し

く は 抵 当 権 を 有 す る 者  

(２ )  前 号 に 規 定 す る 土 地 、 建 物 若 し く は 権 利 に 関 す る 仮 登 記 若 し く は 差

押 え の 登 記 又 は 当 該 土 地 若 し く は 建 物 に 関 す る 買 戻 し の 特 約 の 登 記 の 登

記 名 義 人  

(３ )  町 内 の 事 業 所 に 勤 務 を す る 者  

(４ )  都 市 計 画 決 定 さ れ る 施 設 を 利 用 し よ う と す る 者 そ の 他 の 当 該 施 設 に

利 害 関 係 を 有 す る 者 （ 条 例 第 ６ 章 第 ２ 節 及 び 第 ４ 節 の 場 合 に 限 る 。 ）  

（ 近 隣 住 民 の 範 囲 ）  

第 ３ 条  条 例 第 ５ 条 第 ３ 号 イ の 規 則 で 定 め る 近 隣 住 民 の 範 囲 は 、 別 表 第 １ の

と お り と す る 。  

（ 開 発 事 業 と な る 行 為 ）  

第 ４ 条  条 例 第 ５ 条 第 ７ 号 の 規 則 で 定 め る 行 為 は 、 次 に 掲 げ る 行 為 と す る 。  

(１ )  ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 の 建 設  

(２ )  公 共 施 設 の 整 備 の 必 要 が な い と 認 め ら れ る 単 な る 形 式 的 な 区 画 の 分

割 又 は 統 合 に よ る 建 築 物 の 建 築  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 一 の 開 発 事 業 と み な す 土 地 ）  

第 ４ 条 の ２  条 例 第 ５ 条 第 ８ 号 の 規 則 で 定 め る 土 地 は 、 次 に 掲 げ る 土 地 と す

る 。  

(１ )  一 体 的 に 利 用 さ れ て い る 土 地  

(２ )  隣 接 し て い る 土 地  

追 加 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 店 舗 等 ）  

第 ５ 条  条 例 第 ５ 条 第 ９ 号 の 規 則 で 定 め る 建 築 物 は 、 集 会 場 、 ホ テ ル 及 び 旅

館 と す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 9年 規 則 ４ 号 〕  

（ 特 定 建 築 物 ）  

第 ６ 条  条 例 第 ５ 条 第 1 0号 の 規 則 で 定 め る 建 築 物 は 、 次 に 掲 げ る も の と す

る 。  

(１ )  マ ー ジ ャ ン 屋  

(２ )  ボ ー リ ン グ 場 、 水 泳 場 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設  

(３ )  劇 場 、 映 画 館 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設  

(４ )  工 場  

(５ )  倉 庫 業 を 営 む 倉 庫  

(６ )  葬 祭 場 等  

（ ま ち づ く り 基 本 計 画 に 対 す る 意 見 書 兼 公 聴 会 開 催 申 出 書 ）  

第 ７ 条  条 例 第 ７ 条 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 提 出 及 び 同 条 第 ７ 項 の 公 聴 会

の 開 催 の 申 出 は 、 ま ち づ く り 基 本 計 画 に 対 す る 意 見 書 兼 公 聴 会 開 催 申 出 書

（ 第 １ 号 様 式 ） に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。  
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第 ２ 章  公 聴 会  

 

（ 公 聴 会 の 開 催 ）  

第 ８ 条  条 例 第 ７ 条 第 ８ 項 の 規 定 に よ る 公 聴 会 （ 以 下 「 基 本 計 画 公 聴 会 」 と

い う 。 ） 、 条 例 第 1 8条 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 公 聴 会 （ 以 下 「 都 市 計 画 公 聴

会 」 と い う 。 ） 又 は 条 例 第 3 2条 の 規 定 に よ る 公 聴 会 （ 以 下 「 開 発 事 業 公 聴

会 」 と い う 。 ） は 、 次 に 掲 げ る と き に 開 催 す る も の と す る 。  

(１ )  基 本 計 画 公 聴 会  

同 じ 趣 旨 の 開 催 の 申 出 が 多 数 あ り 、 か つ 、 申 出 内 容 が 基 本 計 画 の 根

幹 に 係 わ る も の で あ る と 認 め る と き 。  

(２ )  都 市 計 画 公 聴 会  

本 町 に お け る 根 幹 的 又 は 広 域 的 な 都 市 計 画 で あ っ て 特 に 重 要 な も の

の 案 を 作 成 し よ う と す る 場 合 に お い て 必 要 が あ る と 認 め る と き 。 た だ

し 、 神 奈 川 県 決 定 に 係 る 案 件 に つ い て は 公 聴 会 を 開 催 し な い も の と す

る 。  

(３ )  開 発 事 業 公 聴 会  

条 例 第 3 2条 第 １ 項 の 申 出 が あ っ た と き 。  

（ 開 催 の 場 所 ）  

第 ９ 条  基 本 計 画 公 聴 会 、 都 市 計 画 公 聴 会 又 は 開 発 事 業 公 聴 会 （ 以 下 「 公 聴

会 」 と 総 称 す る 。 ） の 開 催 の 場 所 は 、 そ の 都 度 町 長 が 定 め る 。  

（ 開 催 の 公 告 ）  

第 1 0条  町 長 は 、 公 聴 会 を 開 催 し よ う と す る と き は 、 開 催 期 日 の ２ 週 間 前 ま

で に 次 に 掲 げ る 事 項 を 公 告 す る 。  

(１ )  基 本 計 画 公 聴 会  

ア  開 催 の 日 時 及 び 場 所  

イ  そ の 他 公 聴 会 の 開 催 に 関 し 必 要 な 事 項  

(２ )  都 市 計 画 公 聴 会  

ア  都 市 計 画 の 原 案 の 種 類 及 び 名 称  

イ  都 市 計 画 の 原 案 に 係 る 土 地 の 区 域  

ウ  開 催 の 日 時 及 び 場 所  

エ  そ の 他 公 聴 会 の 開 催 に 関 し 必 要 な 事 項  

(３ )  開 発 事 業 公 聴 会  

ア  開 発 事 業 の 名 称  

イ  開 発 事 業 の 場 所  

ウ  開 発 事 業 の 概 要  

エ  開 催 の 日 時 及 び 場 所  

オ  そ の 他 公 聴 会 の 開 催 に 関 し 必 要 な 事 項  

２  前 項 の 公 告 は 、 大 磯 町 公 告 式 条 例 （ 昭 和 2 9年 大 磯 町 条 例 第 ３ 号 ） に よ る

公 表 の ほ か 、 町 民 に 周 知 で き る よ う な 適 当 な 方 法 に よ り 行 う も の と す る 。  

（ 公 述 人 等 ）  

第 1 1条  公 聴 会 に 出 席 し て 意 見 を 述 べ る こ と が で き る 者 は 、 次 に 掲 げ る 者 と

す る 。  

(１ )  基 本 計 画 公 聴 会 又 は 都 市 計 画 公 聴 会 に あ っ て は 、 町 内 に 住 所 を 有 す

る 者 と す る 。 た だ し 、 町 長 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り

で な い 。  

(２ )  開 発 事 業 公 聴 会 に あ っ て は 、 次 に 掲 げ る 者 と す る 。  

ア  請 求 者 が 連 署 代 表 者 で あ る と き 又 は 連 署 代 表 者 及 び 事 業 者 で あ る と

き は 、 連 署 代 表 者 及 び 事 業 者 と す る 。  

イ  請 求 者 が 事 業 者 で あ る と き は 、 事 業 者 及 び 近 隣 住 民 と す る 。  

第 1 2条  基 本 計 画 公 聴 会 又 は 都 市 計 画 公 聴 会 に 出 席 し て 意 見 を 述 べ よ う と す
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る 者 は 、 住 所 、 氏 名 及 び 意 見 の 要 旨 を 記 載 し た 書 面 （ 基 本 計 画 公 聴 会 に あ

っ て は 第 ２ 号 様 式 、 都 市 計 画 公 聴 会 に あ っ て は 第 ３ 号 様 式 ） を 町 長 に 提 出

し な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 書 面 を 提 出 し た 者 （ 以 下 「 公 述 申 出 人 」 と い う 。 ）

は 、 当 該 公 聴 会 に お け る 意 見 を 述 べ る 者 （ 以 下 「 公 述 人 」 と い う 。 ） と な

る 。 た だ し 、 意 見 の 趣 旨 を 同 じ く す る 公 述 申 出 人 が 多 数 あ る と き は 、 町 長

は 、 公 述 人 を 選 定 す る も の と す る 。  

３  町 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 公 述 人 を 選 定 し た と き は 、 そ の 旨 を 公 述 申 出

人 に 通 知 す る も の と す る 。  

第 1 3条  第 1 1条 の 規 定 に よ り 開 発 事 業 公 聴 会 に お い て 意 見 を 述 べ る こ と が で

き る 者 は 、 当 該 公 聴 会 に お け る 公 述 人 と な る 。 こ の 場 合 に お い て 、 公 述 人

は 、 住 所 、 氏 名 及 び 意 見 の 要 旨 を 記 載 し た 書 面 （ 第 ４ 号 様 式 ） を 町 長 に 提

出 し な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 公 述 人 は 、 あ ら か じ め 町 長 の 承 認 を 得 た と き は 、 代 理 人 を 公 聴 会

に 出 席 さ せ て 、 意 見 を 述 べ さ せ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 公 述

人 は 、 開 発 事 業 公 聴 会 公 述 人 代 理 承 認 申 請 書 （ 第 ５ 号 様 式 ） を 町 長 に 提 出

し て そ の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

（ 公 述 時 間 の 制 限 ）  

第 1 4条  町 長 は 、 公 聴 会 の 運 営 を 円 滑 に す る た め 、 あ ら か じ め 公 述 人 が 意 見

を 述 べ る 時 間 （ 以 下 「 公 述 時 間 」 と い う 。 ） を 制 限 す る も の と す る 。  

２  町 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 述 時 間 を 公 述 人 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 公 聴 会 の 議 長 ）  

第 1 5条  公 聴 会 は 、 次 に 掲 げ る 者 が 議 長 と な り 、 こ れ を 主 宰 す る 。  

(１ )  基 本 計 画 公 聴 会 又 は 都 市 計 画 公 聴 会  町 職 員 の う ち か ら 町 長 が 指 名

す る 者  

(２ )  開 発 事 業 公 聴 会  審 議 会 の 委 員 の う ち 、 審 議 会 が 推 薦 し た 者 で 町 長

が 指 名 す る 者  

（ 公 述 の 陳 述 等 ）  

第 1 6条  公 述 人 は 、 基 本 計 画 公 聴 会 に お い て は 基 本 計 画 に 関 す る 事 項 の 範 囲

を 、 都 市 計 画 公 聴 会 に お い て は 案 件 の 範 囲 を 、 開 発 事 業 公 聴 会 に お い て は

そ の 公 聴 会 に お い て 意 見 を 聴 こ う と す る 事 前 協 議 書 に 記 載 さ れ た 内 容 の 範

囲 を 超 え て 意 見 を 述 べ て は な ら な い 。  

２  議 長 は 、 公 述 人 の 公 述 が 公 述 時 間 を 超 え 、 若 し く は 前 項 の 規 定 に 違 反 し

た と き 、 又 は 公 述 人 に 不 穏 当 な 言 動 が あ っ た と き は 、 そ の 発 言 を 禁 止 し 、

又 は 退 場 を 命 ず る こ と が で き る 。  

（ 公 聴 会 に お け る 質 疑 等 ）  

第 1 7条  議 長 は 、 公 述 人 に 対 し て 質 疑 す る こ と が で き る 。  

２  公 述 人 は 、 議 長 に 対 し て 質 疑 す る こ と が で き な い 。  

３  前 ２ 項 に 定 め る も の の ほ か 、 開 発 事 業 公 聴 会 に お い て は 、 議 長 は 、 公 述

人 の 意 見 に 対 し 他 の 公 述 人 の 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。  

（ 文 書 に よ る 意 見 陳 述 の 禁 止 ）  

第 1 8条  公 述 人 は 、 文 書 に よ り 意 見 を 提 示 す る こ と が で き な い 。  

（ 公 聴 会 の 秩 序 維 持 ）  

第 1 9条  何 人 も 、 公 聴 会 に お い て は 、 議 長 の 指 示 に 従 わ な け れ ば な ら な い 。  

２  議 長 は 、 公 聴 会 の 秩 序 を 維 持 す る た め 、 そ の 秩 序 を 乱 し 、 若 し く は 不 穏

当 な 言 動 を し た 者 を 退 場 さ せ 、 又 は 傍 聴 人 の 入 場 を 制 限 す る こ と が で き

る 。  

（ 記 録 の 作 成 ）  

第 2 0条  議 長 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 公 聴 会 の 記 録 を 作 成 し 、 こ れ に

署 名 押 印 し な け れ ば な ら な い 。  
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(１ )  基 本 計 画 公 聴 会  

ア  公 聴 会 の 開 催 の 日 時 及 び 場 所  

イ  公 述 人 の 氏 名 及 び 住 所  

ウ  公 述 人 の 述 べ た 意 見 の 要 旨  

エ  そ の 他 公 聴 会 の 経 過 に 関 す る 事 項  

(２ )  都 市 計 画 公 聴 会  

ア  都 市 計 画 の 原 案 の 種 類 及 び 名 称  

イ  都 市 計 画 の 原 案 に 係 る 土 地 の 区 域  

ウ  公 聴 会 の 開 催 の 日 時 及 び 場 所  

エ  公 述 人 の 氏 名 及 び 住 所  

オ  公 述 人 の 述 べ た 意 見 の 要 旨  

カ  そ の 他 公 聴 会 の 経 過 に 関 す る 事 項  

(３ )  開 発 事 業 公 聴 会  

ア  開 発 事 業 の 名 称  

イ  開 発 事 業 の 場 所  

ウ  開 発 事 業 の 概 要  

エ  公 聴 会 の 開 催 の 日 時 及 び 場 所  

オ  公 述 人 の 氏 名 及 び 住 所  

カ  公 述 人 の 述 べ た 意 見 の 要 旨  

キ  公 聴 会 に 関 す る 議 長 の 意 見 等  

ク  そ の 他 公 聴 会 の 経 過 に 関 す る 事 項  

 

第 ３ 章  ま ち づ く り 審 議 会  

 

（ 町 民 委 員 ）  

第 2 1条  町 民 委 員 は 、 次 の 者 と す る 。  

(１ )  本 町 の 区 域 内 の 公 共 的 団 体 の 役 員 等  

(２ )  地 区 ま ち づ く り 協 議 会 の 代 表 者  

(３ )  ま ち づ く り の 推 進 を 図 る 活 動 で 、 不 特 定 か つ 多 数 の も の の 利 益 の 増

進 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 団 体 の 代 表 者  

(４ )  公 募 に よ り 選 考 さ れ た 町 民  

（ 委 員 等 の 任 期 ）  

第 2 2条  委 員 の 任 期 は 、 ２ 年 と す る 。 た だ し 、 再 任 す る こ と が で き る 。  

２  委 員 が 欠 け た 場 合 に お け る 補 欠 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。  

３  臨 時 委 員 は 、 特 別 の 事 項 に 関 す る 調 査 審 議 が 終 了 し た と き は 、 解 任 さ れ

る も の と す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 6年 規 則 ５ 号 〕  

（ 会 長 及 び 副 会 長 ）  

第 2 3条  審 議 会 に 会 長 及 び 副 会 長 そ れ ぞ れ １ 人 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ り 定

め る 。  

２  会 長 は 、 審 議 会 を 代 表 し 、 会 務 を 総 理 す る 。  

３  副 会 長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 欠 け た と き は 、

そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

（ 部 会 ）  

第 2 3条 の ２  審 議 会 に 部 会 を 置 く こ と が で き る 。  

２  部 会 は 、 会 長 が 指 名 す る 委 員 及 び 臨 時 委 員 で 構 成 す る 。  

３  部 会 に 部 会 長 を 置 き 、 部 会 に 属 す る 委 員 及 び 臨 時 委 員 の 互 選 に よ り 定 め

る 。  

４  部 会 長 は 、 部 会 の 会 務 を 掌 理 し 、 部 会 の 会 議 の 経 過 及 び 結 果 を 審 議 会 に
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報 告 し 、 並 び に 町 長 に 答 申 又 は 建 議 す る も の と す る 。  

５  審 議 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 部 会 が 町 長 に 行 っ た 答 申 又 は 建 議 を 審 議 会

が 行 っ た 答 申 又 は 建 議 と す る こ と が で き る 。  

追 加 〔 平 成 1 6年 規 則 ５ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 1 9年 規 則 ４ 号 〕  

（ 小 委 員 会 ）  

第 2 4条  条 例 第 ８ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 開 発 事 業 の 審 査 及 び 助 言 提 案 を 行 う

小 委 員 会 は 、 委 員 ３ 人 以 上 を も っ て 組 織 す る 。  

２  小 委 員 会 の 委 員 は 、 審 議 会 の 委 員 （ 学 識 経 験 を 有 す る 者 に 限 る 。 ） の う

ち か ら 、 開 発 事 業 ご と に 、 会 長 が 指 名 す る 。  

３  小 委 員 会 に 委 員 長 を 置 き 、 小 委 員 会 に 属 す る 委 員 の う ち か ら 会 長 が 指 名

す る 。  

４  委 員 長 は 、 小 委 員 会 の 会 務 を 掌 理 し 、 小 委 員 会 の 会 議 の 経 過 及 び 結 果 を

審 議 会 に 報 告 し 、 並 び に 町 長 に 答 申 又 は 建 議 す る も の と す る 。  

５  審 議 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 小 委 員 会 が 町 長 に 行 っ た 答 申 又 は 建 議 を 審

議 会 が 行 っ た 答 申 又 は 建 議 と す る こ と が で き る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 会 議 ）  

第 2 5条  審 議 会 、 部 会 及 び 小 委 員 会 の 会 議 は 、 そ れ ぞ れ 会 長 、 部 会 長 及 び 委

員 長 が 招 集 し 、 そ の 議 長 と な る 。  

２  審 議 会 、 部 会 及 び 小 委 員 会 の 会 議 は 、 委 員 及 び 議 事 に 関 係 の あ る 臨 時 委

員 の 過 半 数 の 出 席 が な け れ ば 開 く こ と が で き な い 。  

３  審 議 会 、 部 会 及 び 小 委 員 会 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 及 び 議 事 に 関 係 の あ

る 臨 時 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 議 長 の 決 す る と こ

ろ に よ る 。  

４  審 議 会 及 び 部 会 の 会 議 は 、 公 開 と す る 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る 場 合 に お い

て は 、 会 長 及 び 部 会 長 は 、 会 議 に 諮 っ て 、 会 議 の 全 部 又 は 一 部 を 非 公 開 と

す る こ と が で き る 。  

(１ )  会 議 の 内 容 が 大 磯 町 情 報 公 開 条 例 （ 平 成 ９ 年 大 磯 町 条 例 第 1 3号 ） 第

６ 条 の 規 定 に 該 当 す る 情 報 に つ い て 審 議 す る 場 合  

(２ )  会 議 を 公 開 す る こ と に よ り 、 公 正 か つ 円 滑 な 議 事 運 営 に 著 し い 支 障

が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合  

５  小 委 員 会 の 会 議 は 、 原 則 と し て 、 非 公 開 と す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 6年 規 則 ５ 号 〕  

（ 審 議 会 等 の 庶 務 ）  

第 2 6条  審 議 会 、 部 会 及 び 小 委 員 会 の 庶 務 は 、 都 市 計 画 主 管 課 に お い て 処 理

す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 6年 規 則 ５ 号 ・ 2 1年 1 2号 〕  

（ 委 任 ）  

第 2 6条 の ２  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 審 議 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項

は 、 会 長 が 審 議 会 に 諮 っ て 定 め る 。  

追 加 〔 平 成 1 6年 規 則 ５ 号 〕  

 

第 ４ 章  自 治 及 び 協 働 に よ る ま ち づ く り  

 

（ ま ち づ く り 団 体 の 登 録 等 ）  

第 2 7条  ま ち づ く り 団 体 の 登 録 期 間 は 、 登 録 の 日 か ら ３ 年 間 と す る 。  

２  ま ち づ く り 団 体 は 、 前 項 の 登 録 期 間 を 更 新 す る 意 向 が あ る と き は 、 当 該

登 録 期 間 が 経 過 す る 前 に 、 町 長 に 登 録 の 更 新 を 申 請 す る も の と す る 。  

３  条 例 第 ９ 条 第 ２ 項 又 は 前 項 の 規 定 に よ る 申 請 は 、 ま ち づ く り 団 体 登 録

（ 更 新 ） 申 請 書 （ 第 ６ 号 様 式 ） に よ り 次 の 各 号 に 掲 げ る 図 書 を 添 付 し て 行
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わ な け れ ば な ら な い 。  

(１ )  規 約  

(２ )  事 業 活 動 書  

(３ )  活 動 範 囲 を 示 す 図 面  

(４ )  構 成 員 名 簿  

(５ )  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 町 長 が 必 要 と 認 め る 図 書  

４  町 長 は 、 前 項 の 申 請 書 に よ る 申 請 が あ っ た 場 合 に お い て 、 そ の 適 否 を 決

定 し た と き は 、 そ の 旨 を 、 申 請 し た 者 に 対 し 、 ま ち づ く り 団 体 登 録 （ 更

新 ） 決 定 通 知 書 （ 第 ７ 号 様 式 ） に よ り 通 知 す る も の と す る 。  

５  ま ち づ く り 団 体 は 、 登 録 の 内 容 に 変 更 が 生 じ た と き は 、 登 録 （ 届 出 ） 内

容 変 更 届 出 書 （ 第 ８ 号 様 式 ） に よ り 、 速 や か に 町 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら

な い 。  

６  町 長 は 、 ま ち づ く り 団 体 か ら 第 ２ 項 の 申 請 又 は 前 項 の 届 出 が あ っ た と き

は 、 第 １ 項 の 登 録 期 間 を 更 新 す る こ と が で き る 。  

７  町 長 は 、 ま ち づ く り 団 体 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 登 録

を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

(１ )  第 １ 項 の 登 録 期 間 を 経 過 し た と き 。  

(２ )  ま ち づ く り 団 体 が 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 に 移 行 し 、 条 例 第 1 0条 第 ２

項 の 届 出 が な さ れ た と き 。  

(３ )  ま ち づ く り 団 体 の 活 動 の 停 止 、 活 動 目 的 の 変 更 等 の 理 由 に よ り ま ち

づ く り 団 体 か ら 登 録 の 取 消 し の 申 出 が あ っ た と き 。  

(４ )  ま ち づ く り 団 体 が 解 散 し た と き 。  

(５ )  前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 町 長 が 特 に 必 要 と 認 め る と き 。  

８  町 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 登 録 を 取 り 消 し た と き は 、 ま ち づ く り 団 体 登

録 取 消 通 知 書 （ 第 ９ 号 様 式 ） に よ り そ の 旨 を 通 知 す る と と も に 、 取 り 消 し

た 事 実 を 公 表 す る も の と す る 。  

全 部 改 正 〔 平 成 2 2年 規 則 2 7号 〕  

（ 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 の 面 積 ）  

第 2 8条  条 例 第 1 0条 第 １ 項 の 規 則 で 定 め る 一 団 の 面 積 は 、 お お む ね 2 , 0 0 0平

方 メ ー ト ル 以 上 と す る 。  

（ 利 害 関 係 者 ）  

第 2 9条  条 例 第 1 0条 第 １ 項 の 規 則 で 定 め る 利 害 関 係 者 は 、 次 に 掲 げ る 者 と す

る 。  

(１ )  条 例 第 1 0条 第 １ 項 に 規 定 す る 区 域 内 の 土 地 又 は 建 物 に つ い て 対 抗 要

件 を 備 え た 地 上 権 若 し く は 賃 借 権 又 は 登 記 し た 先 取 特 権 、 質 権 若 し く は

抵 当 権 を 有 す る 者  

(２ )  前 号 に 規 定 す る 土 地 、 建 物 若 し く は 権 利 に 関 す る 仮 登 記 若 し く は 差

押 え の 登 記 又 は 当 該 土 地 若 し く は 建 物 に 関 す る 買 戻 し の 特 約 の 登 記 の 登

記 名 義 人  

（ 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 の 設 立 届 出 ）  

第 3 0条  条 例 第 1 0条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 設 立

届 出 書 （ 第 1 0号 様 式 ） に よ り 次 の 各 号 に 掲 げ る 図 書 を 添 付 し て 行 わ な け れ

ば な ら な い 。  

(１ )  規 約  

(２ )  役 員 の 名 簿  

(３ )  活 動 地 区 を 示 す 図 面  

(４ )  活 動 が 地 区 住 民 等 の 大 多 数 の 支 持 を 得 て い る こ と を 証 す る 書 面  

(５ )  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 町 長 が 必 要 と 認 め る 図 書  

２  地 区 ま ち づ く り 協 議 会 は 、 前 項 の 届 出 の 内 容 に 変 更 が 生 じ た と き は 、 登

録 （ 届 出 ） 内 容 変 更 届 出 書 に よ り 、 速 や か に 町 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な
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い 。  

３  地 区 ま ち づ く り 協 議 会 は 、 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 を 解 散 し た と き は 、 地

区 ま ち づ く り 協 議 会 解 散 届 出 書 （ 第 1 1号 様 式 ） に よ り 、 速 や か に 町 長 に 届

け 出 な け れ ば な ら な い 。  

４  町 長 は 、 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 か ら 解 散 の 届 出 が あ っ た と き は 、 そ の 旨

を 公 告 し な け れ ば な ら な い 。  

一 部 改 正 〔 平 成 2 2年 規 則 2 7号 〕  

（ 地 区 ま ち づ く り 協 定 の 申 請 等 ）  

第 3 1条  条 例 第 1 1条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 か ら 町 長 へ の

地 区 ま ち づ く り 協 定 の 締 結 の 申 請 は 、 地 区 ま ち づ く り 協 定 締 結 申 請 書 （ 第

1 2号 様 式 ） に よ り 次 の 各 号 に 掲 げ る 図 書 を 添 付 し て 行 わ な け れ ば な ら な

い 。  

(１ )  地 区 ま ち づ く り 協 定 の 内 容 を 記 載 し た 書 面  

(２ )  地 区 ま ち づ く り 協 定 の 対 象 と な る 地 区 を 示 す 図 面  

(３ )  条 例 第 1 1条 第 ２ 項 に 掲 げ る 要 件 に 該 当 す る こ と を 証 す る 書 面  

(４ )  前 ３ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 町 長 が 必 要 と 認 め る 図 書  

２  町 長 は 、 前 項 の 申 請 が あ っ た 場 合 に お い て 、 そ の 適 否 を 決 定 し た と き

は 、 そ の 旨 を 、 申 請 し た 者 に 対 し 、 地 区 ま ち づ く り 協 定 締 結 決 定 通 知 書

（ 第 1 3号 様 式 ） に よ り 通 知 す る も の と す る 。  

３  町 長 は 、 地 区 ま ち づ く り 協 定 を 廃 止 し た と き は 、 そ の 旨 を 公 告 し な け れ

ば な ら な い 。  

（ 推 進 地 区 等 に 対 す る 意 見 書 ）  

第 3 2条  条 例 第 1 5条 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 提 出 は 、 推 進 地 区 等 に 対 す る

意 見 書 （ 第 1 4号 様 式 ） に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 

第 ５ 章  秩 序 あ る ま ち づ く り  

 

（ 都 市 計 画 に 対 す る 意 見 書 ）  

第 3 3条  条 例 第 1 8条 第 ４ 項 、 条 例 第 2 2条 及 び 条 例 第 2 4条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る

意 見 の 提 出 は 、 都 市 計 画 に 対 す る 意 見 書 （ 第 1 5号 様 式 ） に よ り 行 わ な け れ

ば な ら な い 。  

（ 手 続 の 除 外 項 目 ）  

第 3 4条  条 例 第 1 8条 第 ８ 項 の 規 則 で 定 め る も の は 、 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

(１ )  条 例 第 1 5条 の 推 進 地 区 整 備 計 画 に 定 め る 事 項 を 都 市 計 画 と し て 定 め

る と き の 当 該 都 市 計 画  

(２ )  供 用 さ れ て い る 都 市 施 設 に 都 市 計 画 を 定 め る と き の 当 該 都 市 計 画  

(３ )  都 市 計 画 法 施 行 令 （ 昭 和 4 4年 政 令 第 1 5 8号 ） 第 1 4条 第 １ 号 並 び に 第 ２

号 イ 及 び ロ に 定 め る 軽 易 な 変 更 事 項 を 都 市 計 画 と し て 定 め る と き の 当 該

都 市 計 画  

(４ )  法 律 の 改 正 に 伴 い 現 行 と 同 一 の も の を 都 市 計 画 と し て 定 め る と き の

当 該 都 市 計 画  

(５ )  神 奈 川 県 が 決 定 し よ う と す る 都 市 計 画 と 関 連 し て 、 一 連 の 手 続 で 行

わ れ る 都 市 計 画  

一 部 改 正 〔 平 成 1 4年 規 則 1 9号 ・ 1 9年 ４ 号 ・ 2 0年 ９ 号 ・ 2 1年 1 4号 〕  

第 3 4条 の ２  条 例 第 1 8条 第 ９ 項 の 規 定 は 、 神 奈 川 県 が 定 め る 都 市 計 画 で 、 同

県 内 に お い て 一 斉 的 に 決 定 さ れ る も の に つ い て 原 案 を 申 し 出 る と き は 、 適

用 し な い 。  

追 加 〔 平 成 2 1年 規 則 1 4号 〕  

（ 都 市 計 画 の 決 定 等 の 申 出 手 続 ）  

第 3 5条  条 例 第 2 3条 及 び 条 例 第 2 4条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 地 区 ま ち づ く り 協 議
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会 か ら 町 長 へ の 都 市 計 画 の 決 定 等 の 申 出 は 、 都 市 計 画 の 決 定 等 申 出 書 （ 第

1 6号 様 式 ） に よ り 次 の 各 号 に 掲 げ る 図 書 を 添 付 し て 行 わ な け れ ば な ら な

い 。  

(１ )  申 出 に 係 る 土 地 の 位 置 及 び 区 域 を 表 示 し た 図 面  

(２ )  地 区 ま ち づ く り 協 定 の 写 し  

(３ )  前 ２ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 町 長 が 必 要 と 認 め る 図 書  

（ 軽 易 な 変 更 ）  

第 3 6条  条 例 第 2 5条 の 規 則 で 定 め る 軽 易 な 変 更 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 の

準 用 を 除 外 す る 場 合 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る も の と す る 。  

(１ )  条 例 第 2 4条 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で の 規 定  名 称 の 変 更  

(２ )  条 例 第 2 4条 第 １ 項 の 規 定 の う ち 説 明 会 の 開 催  都 市 計 画 公 聴 会 開 催

案 件 で な い も の  

 

第 ６ 章  協 調 に よ る ま ち づ く り  

 

（ 開 発 構 想 の 届 出 等 ）  

第 3 7条  条 例 第 2 6条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 開 発 構 想 届 出 書 （ 第 1 7号 様

式 ） に よ り 次 の 各 号 に 掲 げ る 図 書 を 添 付 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

(１ )  開 発 事 業 の 構 想 の 対 象 と な る 区 域 を 示 す 図 面  

(２ )  開 発 事 業 の 構 想 の 内 容 を 記 載 し た 書 面 及 び 図 面  

(３ )  開 発 事 業 区 域 の 現 況 を 写 し た カ ラ ー 写 真 （ ２ 方 向 以 上 か ら 撮 影 し た

も の ）  

(４ )  前 ３ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 町 長 が 必 要 と 認 め る 図 書  

２  条 例 第 2 6条 第 ３ 項 第 ９ 号 の 規 則 で 定 め る 周 辺 環 境 に 影 響 が あ る 開 発 事 業

は 、 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

(１ )  開 発 事 業 区 域 の 面 積 が 3 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル 以 上 の ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ

ー シ ョ ン 施 設 の 建 設  

(２ )  延 べ 面 積 （ 同 一 敷 地 内 に ２ 以 上 の 建 築 物 が あ る 場 合 は 、 そ の 延 べ 面

積 の 合 計 を い う 。 ） が 1 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル を 超 え る 建 築 物 の 建 築  

(３ )  開 発 事 業 区 域 の 面 積 が 5 0 0平 方 メ ー ト ル 以 上 の 公 共 施 設 の 整 備 の 必 要

が な い と 認 め ら れ る 単 な る 形 式 的 な 区 画 の 分 割 又 は 統 合 に よ る 建 築 物 の

建 築 （ こ の 条 例 の 手 続 に よ り 行 わ れ た 開 発 事 業 は 除 く 。 ）  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 ・ 2 1年 1 4号 〕  

（ 周 知 す る 項 目 ）  

第 3 7条 の ２  条 例 第 2 7条 第 ３ 項 及 び 第 4 0条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 項 目 は 、 以 下

の と お り と す る 。  

(１ )  宅 地 分 譲 に あ っ て は 開 発 事 業 区 域 内 に 設 置 す る 道 路 の 接 続 位 置 の 概

略 、 そ れ 以 外 に あ っ て は 開 発 事 業 区 域 の 出 入 口 の 概 略  

(２ )  開 発 事 業 区 域 内 か ら の 排 水 ル ー ト の 概 略  

(３ )  開 発 事 業 区 域 の 計 画 地 盤 と 隣 接 地 と の 高 低 差 の 概 略  

(４ )  工 作 物 の 概 略  

追 加 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ ア ド バ イ ザ ー の 派 遣 ）  

第 3 7条 の ３  町 長 は 、 条 例 第 2 7条 第 ３ 項 及 び 第 4 0条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 項 目

に つ い て 、 近 隣 住 民 が 当 該 計 画 内 容 を 把 握 す る た め に ア ド バ イ ザ ー を 派 遣

す る こ と が で き る 。  

追 加 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 開 発 構 想 板 ）  

第 3 8条  条 例 第 2 7条 第 ２ 項 に 規 定 す る 開 発 構 想 板 は 、 第 1 8号 様 式 と す る 。  

（ 説 明 会 開 催 状 況 報 告 書 ）  
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第 3 9条  条 例 第 2 7条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 報 告 は 、 説 明 会 の 開 催 の 都 度 、 説 明

会 開 催 状 況 報 告 書 （ 第 1 9号 様 式 ） に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 開 発 構 想 説 明 会 等 を 要 し な い 開 発 事 業 ）  

第 4 0条  条 例 第 2 7条 第 ７ 項 に 定 め る 同 条 第 ３ 項 か ら 第 ６ 項 ま で の 規 定 を 適 用

し な い 開 発 事 業 は 、 条 例 第 2 6条 第 ３ 項 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 ま で 並 び に 第 ８ 号

（ 地 区 ま ち づ く り 協 定 の 区 域 に お い て 行 う 開 発 事 業 を 除 く 。 ） 及 び 第 ９ 号

の い ず れ に も 該 当 し な い 開 発 事 業 で 、 開 発 事 業 区 域 の 面 積 が 5 0 0平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 開 発 行 為 を い う 。  

２  前 項 の 開 発 行 為 を 行 う 事 業 者 は 、 近 隣 住 民 に 対 し 、 開 発 構 想 届 出 書 の 内

容 並 び に 第 3 7条 の ２ に 規 定 す る 項 目 を 周 知 し 、 当 該 周 知 の 状 況 に つ い て 、

周 知 等 状 況 報 告 書 （ 第 2 0号 様 式 ） に よ り 町 長 に 報 告 す る も の と す る 。  

３  町 長 は 、 事 業 者 か ら 前 項 の 報 告 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 速 や か に 、 報

告 書 の 縦 覧 の 場 所 等 を 公 告 し 、 当 該 公 告 の 日 か ら 3 0日 間 報 告 書 の 写 し を 公

衆 の 縦 覧 に 供 し な け れ ば な ら な い 。  

４  第 １ 項 の 開 発 行 為 を 行 う 事 業 者 は 、 近 隣 住 民 の 意 見 を 考 慮 し て 、 条 例 第

2 8条 第 １ 項 の 事 前 協 議 書 を 作 成 す る も の と す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 ・ 2 0年 ９ 号 ・ 2 2年 2 7号 〕  

（ 事 前 協 議 書 ）  

第 4 1条  条 例 第 2 8条 第 １ 項 に 規 定 す る 事 前 協 議 書 は 、 第 2 1号 様 式 と し 、 別 表

第 ２ に 定 め る 図 書 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。  

２  条 例 第 2 8条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 則 で 定 め る 事 項 は 、 次 に 掲 げ る も の と す

る 。  

(１ )  都 市 計 画 の 内 容  

(２ )  周 辺 施 設 の 現 況  

(３ )  他 法 令 に よ る 手 続 関 係  

（ 環 境 調 査 書 ）  

第 4 2条  条 例 第 2 8条 第 ２ 項 に 規 定 す る 環 境 調 査 書 は 、 第 2 2号 様 式 と す る 。  

２  条 例 第 2 8条 第 ２ 項 の 規 則 で 定 め る 開 発 事 業 は 、 開 発 事 業 区 域 の 面 積 が

3 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の と す る 。  

３  条 例 第 2 8条 第 ２ 項 の 規 則 で 定 め る 項 目 は 、 大 気 汚 染 、 水 質 汚 濁 、 騒 音 、

振 動 、 廃 棄 物 ・ 発 生 土 、 電 波 障 害 、 日 照 阻 害 、 植 物 、 動 物 、 文 化 財 、 景 観

及 び 交 通 と す る 。  

（ 事 業 計 画 板 ）  

第 4 3条  条 例 第 3 0条 第 １ 項 に 規 定 す る 事 業 計 画 板 は 、 第 2 3号 様 式 と す る 。  

（ 開 発 事 業 に 対 す る 意 見 書 ）  

第 4 4条  条 例 第 3 1条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 提 出 は 、 開 発 事 業 に 対 す る 意

見 書 （ 第 2 4号 様 式 ） に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 開 発 事 業 公 聴 会 の 開 催 及 び 助 言 提 案 の 申 出 等 ）  

第 4 5条  条 例 第 3 2条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 開 発 事 業 公 聴 会 の 開 催 の 申 出 は 、 開

発 事 業 公 聴 会 開 催 申 出 書 （ 第 2 5号 様 式 ） に よ り 、 開 発 事 業 公 聴 会 開 催 申 出

者 署 名 簿 （ 第 2 6号 様 式 ） を 添 え て 行 う も の と す る 。  

２  条 例 第 3 3条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 助 言 提 案 の 申 出 は 、 助 言 提 案 申 出 書 （ 第

2 7号 様 式 ） に よ り 、 助 言 提 案 申 出 者 署 名 簿 （ 第 2 6号 様 式 ） を 添 え て 行 う も

の と す る 。  

３  条 例 第 3 2条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 開 発 事 業 公 聴 会 の 開 催 の 申 出 及 び 条 例 第

3 3条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 助 言 提 案 の 申 出 は 、 開 発 事 業 公 聴 会 開 催 及 び 助 言

提 案 申 出 書 （ 第 2 8号 様 式 ） に よ り 、 開 発 事 業 公 聴 会 開 催 及 び 助 言 提 案 申 出

者 署 名 簿 （ 第 2 6号 様 式 ） を 添 え て 行 う も の と す る 。  

４  町 長 は 、 前 ３ 項 の 申 出 が あ っ た と き は 、 当 該 申 出 の 日 か ら 2 0日 以 内 に 署

名 簿 を 審 査 し な け れ ば な ら な い 。  
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５  町 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 署 名 簿 の 審 査 が 終 了 し た と き は 、 速 や か に 、

署 名 簿 の 縦 覧 の 場 所 等 を 公 告 し 、 当 該 公 告 の 日 か ら ７ 日 間 署 名 簿 を 当 該 署

名 簿 の 関 係 人 の 縦 覧 に 供 し な け れ ば な ら な い 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ２ 号 ・ ８ 号 〕  

（ 助 言 提 案 開 始 通 知 書 ）  

第 4 6条  条 例 第 3 3条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 助 言 提 案 を 行 う と き は 、 助 言 提 案 開

始 通 知 書 （ 第 2 9号 様 式 ） に よ り 当 事 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 助 言 提 案 の 案 送 付 書 等 ）  

第 4 7条  条 例 第 3 3条 第 ６ 項 の 規 定 に よ る 助 言 提 案 は 、 助 言 提 案 の 案 送 付 書

（ 第 3 0号 様 式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

２  条 例 第 3 3条 第 項 の 規 定 に よ る 助 言 提 案 を 受 け た 者 は 、 当 該 助 言 提 案 に 係

る 助 言 提 案 の 案 を 受 諾 す る か 否 か に つ い て 、 助 言 提 案 の 案 送 付 書 の 送 付 の

日 か ら 起 算 し て 2 0日 以 内 に 、 助 言 提 案 の 案 受 諾 等 に 関 す る 回 答 書 （ 第 3 1号

様 式 ） に よ り 小 委 員 会 に 回 答 し な け れ ば な ら な い 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 助 言 提 案 終 了 通 知 書 ）  

第 4 8条  条 例 第 3 3条 第 ７ 項 の 規 定 に よ り 助 言 提 案 が 終 了 し た と き は 、 小 委 員

会 は 、 助 言 提 案 終 了 通 知 書 （ 第 3 2号 様 式 ） に よ り 当 事 者 に 通 知 す る も の と

す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 指 導 書 等 ）  

第 4 9条  条 例 第 3 4条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 導 書 は 、 第 3 3号 様 式 と す る 。  

２  条 例 第 3 4条 第 １ 項 の 規 則 で 定 め る 期 間 は 、 条 例 第 2 8条 第 １ 項 の 規 定 に よ

る 事 前 協 議 書 の 提 出 の あ っ た 日 （ 条 例 第 3 6条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 変 更 届 出

書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 そ の 提 出 の あ っ た 日 ） か ら 起 算 し て ３ 月 （ 事 前

協 議 書 又 は 変 更 届 出 書 の 補 正 を 要 す る 場 合 に あ っ て は そ の 補 正 に 要 す る 日

数 を 、 条 例 第 3 1条 の 意 見 書 の 提 出 、 条 例 第 3 2条 の 公 聴 会 の 開 催 又 は 条 例 第

3 3条 の 助 言 提 案 が あ っ た 場 合 に あ っ て は こ れ ら の 手 続 に 要 す る 日 数 を 除

く 。 ） 以 内 と す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 開 発 事 業 申 請 書 等 ）  

第 5 0条  条 例 第 3 5条 第 １ 項 に 規 定 す る 開 発 事 業 申 請 書 は 第 3 4号 様 式 と し 、 別

表 第 ２ に 定 め る 図 書 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。  

２  条 例 第 3 5条 第 １ 項 に 規 定 す る 見 解 書 は 、 第 3 5号 様 式 と す る 。  

（ 開 発 事 業 変 更 届 出 書 、 開 発 事 業 変 更 協 議 書 等 ）  

第 5 1条  条 例 第 3 6条 第 １ 項 に 規 定 す る 開 発 事 業 変 更 届 出 書 は 第 3 6号 様 式 と

し 、 条 例 第 4 0条 第 １ 項 に 規 定 す る 開 発 事 業 変 更 協 議 書 は 、 第 3 7号 様 式 と す

る 。  

２  条 例 第 3 6条 第 １ 項 及 び 条 例 第 4 0条 第 １ 項 に 規 定 す る 軽 易 な 変 更 は 、 次 に

掲 げ る も の と す る 。  

(１ )  設 計 等 の 変 更 の う ち 、 予 定 建 築 物 等 の 敷 地 の 規 模 の 1 0分 の １ 未 満 の

増 減 を 伴 う 形 状 の 変 更  

(２ )  工 事 施 行 者 の 変 更  

(３ )  工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 又 は 完 了 予 定 年 月 日 の 変 更  

(４ )  公 共 施 設 管 理 者 の 指 導 に よ る 変 更  

(５ )  工 事 施 行 誤 差 に よ る 変 更  

(６ )  一 般 承 継 又 は 特 定 承 継 （ 事 業 者 か ら 開 発 事 業 区 域 内 の 土 地 の 所 有 権

そ の 他 開 発 事 業 に 関 す る 工 事 を 施 行 す る 権 原 を 取 得 す る こ と を い う 。 ）

に よ る 事 業 者 の 変 更  
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一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 開 発 事 業 修 正 届 出 書 ）  

第 5 2条  条 例 第 3 6条 第 ２ 項 及 び 条 例 第 4 0条 第 ２ 項 に 規 定 す る 開 発 事 業 修 正 届

出 書 は 、 第 3 8号 様 式 と す る 。  

（ 審 査 結 果 通 知 書 ）  

第 5 3条  条 例 第 3 7条 第 １ 項 に 規 定 す る 審 査 結 果 通 知 書 は 、 第 3 9号 様 式 と す

る 。  

２  条 例 第 3 7条 第 １ 項 の 規 則 で 定 め る 期 間 は 、 条 例 第 2 8条 第 １ 項 の 規 定 に よ

る 事 前 協 議 書 の 提 出 の あ っ た 日 （ 条 例 第 3 6条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 変 更 届 出

書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 そ の 提 出 の あ っ た 日 ） か ら 起 算 し て ５ 月 （ 事 前

協 議 書 又 は 変 更 届 出 書 の 補 正 を 要 す る 場 合 に あ っ て は そ の 補 正 に 要 す る 日

数 を 、 条 例 第 3 1条 の 意 見 書 の 提 出 、 条 例 第 3 2条 の 公 聴 会 の 開 催 又 は 条 例 第

3 3条 の 助 言 提 案 が あ っ た 場 合 に あ っ て は こ れ ら の 手 続 に 要 す る 日 数 を 除

く 。 ） 以 内 と す る 。  

３  前 項 の 規 定 は 、 条 例 第 4 0条 第 ４ 項 の 再 審 査 結 果 通 知 書 （ 第 4 0号 様 式 ） の

交 付 に つ い て 準 用 す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 開 発 事 業 着 手 届 出 書 ）  

第 5 4条  条 例 第 3 9条 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 開 発 事 業 着 手 届 出 書 （ 第 4 1号 様

式 ） に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 開 発 事 業 完 了 届 出 書 等 ）  

第 5 5条  条 例 第 4 1条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 開 発 事 業 完 了 届 出 書 （ 第 4 2

号 様 式 ） に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

２  条 例 第 4 1条 第 ３ 項 に 規 定 す る 検 査 結 果 通 知 書 は 、 第 4 3号 様 式 と す る 。  

（ 緑 化 工 事 未 了 の 特 例 ）  

第 5 5条 の ２  事 業 者 は 、 緑 化 工 事 以 外 の 工 事 が 完 了 し て い る 場 合 に お い て 、

時 期 や 気 温 等 の 理 由 に よ り 緑 化 工 事 が 当 分 の 間 完 了 し な い と き は 、 当 該 理

由 を 付 し て 条 例 第 4 1条 第 １ 項 に 規 定 す る 工 事 完 了 の 届 出 を す る こ と が で き

る 。  

２  町 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 当 該 理 由 が や む を 得 な

い と 認 め る 場 合 に お い て 緑 化 工 事 以 外 の 工 事 を 検 査 す る こ と が で き る 。  

３  町 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 検 査 の 結 果 、 当 該 工 事 が 審 査 結 果 通 知 書 の 内

容 に 適 合 し て い る と 認 め る と き は 、 条 例 第 4 2条 た だ し 書 を 準 用 す る こ と が

で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 条 例 第 4 1条 第 ３ 項 に 規 定 す る 検 査 結 果 通 知 書

は 緑 化 工 事 の 検 査 後 に 交 付 す る も の と す る 。  

追 加 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 開 発 事 業 廃 止 届 出 書 ）  

第 5 6条  条 例 第 4 3条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 開 発 事 業 廃 止 届 出 書 （ 第 4 4

号 様 式 ） に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 

第 ７ 章  開 発 事 業 の 基 準  

 

（ 住 宅 敷 地 等 に 関 す る 事 項 ）  

第 5 7条  条 例 第 4 4条 第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 住 宅 敷 地 等 に 関 す る 事 項 は 、 次

に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(１ )  開 発 事 業 区 域 内 の 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度  

開 発 事 業 区 域 の 面 積 が 3 0 0平 方 メ ー ト ル 以 上 5 0 0平 方 メ ー ト ル 未 満 の 開

発 行 為 に お け る 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 は 、 次 の 表 の と お り と す

る 。  

  



 

- 52 -               施行規則 

 
区 域  

敷 地 面 積 の 最 低 限

度  

 

 第 一 種 低 層 住 居 専 用 地 域  1 5 0平 方 メ ー ト ル   

 第 一 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 、 第 一 種 住 居 地 域 又 は 第 二 種 住

居 地 域  

1 3 5平 方 メ ー ト ル   

 近 隣 商 業 地 域 、 準 工 業 地 域 又 は 工 業 地 域  1 2 0平 方 メ ー ト ル   

 市 街 化 調 整 区 域  1 5 0平 方 メ ー ト ル   

(２ )  第 3 7条 第 ２ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 開 発 事 業 区 域 内 の 建 築 物 の 敷 地 面 積

の 最 低 限 度 は 、 条 例 第 4 9条 に 規 定 す る 事 項 を 準 用 す る 。  

(３ )  開 発 事 業 区 域 内 の 集 合 住 宅 の １ 住 宅 の 規 模 の 最 低 限 度  

1 0戸 以 上 の 集 合 住 宅 に お け る １ 住 宅 の 規 模 の 最 低 限 度 は 、 次 の 表 の と

お り と す る 。 た だ し 、 寮 、 寄 宿 舎 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の に つ い て

は 、 町 長 と 協 議 し 、 や む を 得 な い と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

  

 
住 宅 の 種 類  

住 宅 規 模 の 最 低 限

度  

 

 分 譲 住 宅  6 5平 方 メ ー ト ル   

 賃 貸 住 宅  5 0平 方 メ ー ト ル   

備 考  住 宅 規 模 と は 、 専 ら 居 住 の 用 に 供 す る 部 分 の 面 積 を い う 。  

(４ )  大 規 模 建 築 物 の 敷 地 と 道 路 と の 関 係  

ア  廷 べ 面 積 （ 同 一 敷 地 内 に ２ 以 上 の 建 築 物 が あ る 場 合 は 、 そ の 延 べ 面

積 の 合 計 を い う 。 ） が 1 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル を 超 え る 建 築 物 （ 神 奈 川 県 建

築 基 準 条 例 （ 昭 和 3 5年 神 奈 川 県 条 例 第 2 8号 ） 第 2 6条 の 適 用 が あ る 大 規

模 店 舗 及 び マ ー ケ ッ ト 並 び に 同 条 例 第 3 1条 の 適 用 が あ る 興 行 場 等 を 除

く 。 ） の 敷 地 は 、 幅 員 ６ メ ー ト ル 以 上 の 道 路 （ 開 発 事 業 区 域 が 接 す る

前 面 道 路 で 、 車 両 が ２ 方 向 以 上 に 有 効 に 分 散 で き る 国 又 は 地 方 公 共 団

体 が 管 理 す る 他 の 幅 員 ６ メ ー ト ル 以 上 の 道 路 に 接 続 す る ま で の 区 間 を

い う 。 以 下 ア に お い て 同 じ 。 ） に 接 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次

の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

(ア )  帽 員 ４ メ ー ト ル 以 上 の 道 路 に 敷 地 の 外 周 の 長 さ の ７ 分 の １ 以 上

が 接 し 、 か つ 、 接 す る 部 分 に 沿 っ て 道 路 と 一 体 と な る 公 共 の 用 に 供

す る 空 地 を 敷 地 内 に 設 け 、 当 該 空 地 と 当 該 道 路 と の 幅 員 の 合 計 が ６

メ ー ト ル 以 上 と な る と き 。  

(イ )  ２ 以 上 の 幅 員 ４ メ ー ト ル 以 上 の 道 路 に 外 周 の 長 さ の ３ 分 の １ 以

上 が 接 し 、 か つ 、 接 す る 道 路 の 幅 員 の 和 が 9 . 4メ ー ト ル 以 上 （ 一 の 道

路 に あ っ て は 、 そ の 幅 員 は 5 . 4メ ー ト ル 以 上 ） で あ る と き 。  

イ  ア の 規 定 は 、 そ の 周 囲 に 広 い 空 地 を 有 す る 建 築 物 そ の 他 の 建 築 物

で 、 町 長 が 審 議 会 の 意 見 を 聴 い て 、 安 全 上 支 障 が な い と 認 め る と き

は 、 適 用 し な い 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 6年 規 則 1 0号 ・ 1 9年 ４ 号 ・ 2 2年 2 7号 〕  

（ 公 共 施 設 等 に 関 す る 事 項 ）  

第 5 8条  条 例 第 4 4条 第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 公 共 施 設 等 に 関 す る 事 項 は 、 次

に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(１ )  道 路 の 整 備  

町 が 管 理 す る こ と と な る 道 路 に つ い て 、 次 の と お り 定 め る 。  

ア  道 路 の 設 置  

事 業 者 が 開 発 事 業 に よ り 設 置 す る 道 路 は 、 本 町 の 道 路 計 画 に 適 合

し 、 道 路 機 能 が 有 効 に 発 揮 で き る よ う に 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

イ  接 続 道 路  
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開 発 事 業 区 域 外 の 既 存 の 道 路 に 接 続 す る 開 発 事 業 区 域 内 の 道 路 は 、

双 方 の 道 路 機 能 を 損 な う こ と な く 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

ウ  歩 道 の 設 置  

歩 道 を 設 置 す る 場 合 の 歩 道 の 幅 員 は 、 ２ メ ー ト ル 以 上 と す る 。  

エ  す み き り の 設 置  

開 発 事 業 区 域 内 の 道 路 の 交 差 点 に は 、 交 差 点 の 角 度 が 1 2 0度 以 上 の 場

合 を 除 き 、 原 則 と し て ３ メ ー ト ル 以 上 の す み き り を 設 け る も の と す

る 。  

オ  交 通 安 全 施 設  

事 業 者 は 、 開 発 事 業 に よ り 設 置 す る 道 路 及 び 隣 接 す る 道 路 に は 、 歩

行 者 又 は 通 行 車 両 の 安 全 確 保 上 町 長 が 必 要 と 認 め る 箇 所 に 、 横 断 防 止

柵 、 転 落 防 止 柵 、 ガ ー ド レ ー ル 、 カ ー ブ ミ ラ ー 等 の 安 全 施 設 を 設 け な

け れ ば な ら な い 。  

カ  占 用 物 件  

道 路 に は 、 電 柱 そ の 他 交 通 の 障 害 と な る 施 設 は 設 け な い こ と を 原 則

と す る 。  

(２ )  公 園 、 緑 地 又 は 広 場 （ 以 下 「 公 園 等 」 と い う 。 ） の 整 備  

ア  公 園 等 の 設 置  

事 業 者 は 、 条 例 第 4 8条 が 適 用 さ れ る 開 発 事 業 以 外 の 開 発 事 業 で 住 宅

（ 自 己 の 居 住 の 用 に 供 す る も の を 除 く 。 ） の 建 築 （ 新 築 に 限 る 。 ） の

用 に 供 す る 目 的 で 開 発 事 業 を 行 う と き は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 、

公 園 等 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

設 置 す る 公 園 及 び 広 場 の 面 積 に は 、 急 傾 斜 地 、 整 地 造 成 の た め に 生

ず る 法 面 及 び 狭 小 不 整 形 な 未 利 用 地 の 面 積 は 算 入 し な い 。  

(ア )  開 発 事 業 区 域 の 面 積 が 3 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル 未 満 の 場 合  

次 に 定 め る と こ ろ に よ り 公 園 等 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

ａ  計 画 戸 数 か ら 1 5戸 を 控 除 し た 戸 数 に 計 画 人 口 （ 条 例 第 2 8条 の 規

定 に よ り 事 前 協 議 書 を 提 出 す る 年 度 の ４ 月 １ 日 現 在 に お け る 神 奈

川 県 人 口 統 計 調 査 に よ る 大 磯 町 の １ 世 帯 当 た り の 人 員 。 た だ し 、

寮 等 の 場 合 に は 、 １ 戸 当 た り １ 人 と す る 。 ） １ 人 当 た り ３ 平 方 メ

ー ト ル を 乗 じ て 得 た 面 積 の 公 園 等 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。 た

だ し 、 算 出 し た 公 園 等 の 面 積 が 1 8 0平 方 メ ー ト ル を 超 え る 場 合 に

は 、 1 8 0平 方 メ ー ト ル と す る 。  

ｂ  町 長 が 認 め る と き は 、 ａ の 公 園 等 の 設 置 に 代 え 、 別 に 定 め る 基

準 に よ り 金 銭 を も っ て 提 供 す る こ と が で き る 。  

(イ )  開 発 事 業 区 域 の 面 積 が 3 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル 以 上 の 場 合  

次 に 定 め る と こ ろ に よ り 公 園 等 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

ａ  開 発 事 業 区 域 の 面 積 の ６ パ ー セ ン ト 以 上 の 面 積 の 公 園 等 を 設 置

し な け れ ば な ら な い 。  

ｂ  町 長 が 認 め る と き は 、 ａ の 公 園 等 の 設 置 に 代 え 、 別 に 定 め る 基

準 に よ り 金 銭 を も っ て 提 供 す る こ と が で き る 。  

(ウ )  (ア )及 び (イ )の 規 定 に か か わ ら ず 、 建 築 が 同 一 の 場 所 で 、 大 磯

町 開 発 指 導 要 綱 又 は こ の 規 則 の 規 定 に よ り 、 既 に 公 園 等 を 設 置 し 、

又 は 金 銭 の 提 供 を し て い る 場 合 に は 、 別 に 定 め る 基 準 に よ る も の と

す る 。  

イ  占 用 物 件  

事 業 者 は 、 公 園 等 内 に 電 柱 そ の 他 管 理 の 障 害 と な る 施 設 を 設 け る こ

と が で き な い 。 た だ し 、 都 市 公 園 法 （ 昭 和 3 1年 法 律 第 7 9号 ） 第 ７ 条 に

該 当 す る も の を 除 く 。  

(３ )  排 水 施 設 の 設 置  
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排 水 路 そ の 他 の 排 水 施 設 は 、 本 町 の 下 水 道 計 画 等 に 従 い 、 下 水 （ 汚 水

及 び 雨 水 ） を 有 効 に 排 除 で き る 規 模 、 構 造 及 び 能 力 の 排 水 施 設 を 設 置 し

な け れ ば な ら な い 。  

ア  排 水 処 理  

開 発 事 業 区 域 内 の 排 水 処 理 は 、 次 に 定 め る 区 域 に よ る 処 理 方 法 と す

る 。  

(ア )  公 共 下 水 道 供 用 開 始 区 域 内  

ａ  開 発 事 業 区 域 内 の 敷 地 内 排 水 は 、 汚 水 、 雨 水 を 別 々 の 排 水 系 統

で 排 除 し 、 雨 水 に つ い て は 、 原 則 と し て 浸 透 ま す 及 び 透 水 管 を 設

置 し 排 水 施 設 に 接 続 す る も の と す る 。  

ｂ  開 発 事 業 区 域 内 の 道 路 に 設 置 す る 排 水 施 設 は 、 汚 水 、 雨 水 施 設

を 別 々 の 排 水 系 統 で 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

ｃ  汚 水 ま す 及 び 雨 水 ま す の ま す ぶ た は 、 そ れ ぞ れ 汚 水 、 雨 水 の 表

示 を し な け れ ば な ら な い 。  

ｄ  店 舗 部 分 に 飲 食 店 等 が 入 居 す る 場 合 は 、 阻 集 器 を 設 置 し な け れ

ば な ら な い 。  

(イ )  公 共 下 水 道 事 業 計 画 区 域 内 （ 未 供 用 区 域 ）  

ａ  開 発 事 業 区 域 内 の 敷 地 内 排 水 は 、 汚 水 、 雨 水 を 別 々 の 排 水 系 統

で 排 除 し 、 雨 水 に つ い て は 、 原 則 と し て 浸 透 ま す 及 び 透 水 管 を 設

置 し 排 水 施 設 に 接 続 す る も の と す る 。  

ｂ  開 発 事 業 区 域 内 の 道 路 に 設 置 す る 排 水 施 設 は 、 汚 水 、 雨 水 施 設

を 別 々 の 排 水 系 統 で 設 置 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 公 共 下 水

道 が 供 用 開 始 さ れ る ま で は 、 汚 水 に つ い て は 敷 地 内 に 浄 化 槽 を 設

置 し 雨 水 施 設 に 接 続 し な け れ ば な ら な い 。  

ｃ  汚 水 ま す 及 び 雨 水 ま す の ま す ぶ た に は 、 そ れ ぞ れ 汚 水 、 雨 水 の

表 示 を し な け れ ば な ら な い 。  

ｄ  店 舗 部 分 に 飲 食 店 等 が 入 居 す る 場 合 は 、 阻 集 器 を 設 置 し な け れ

ば な ら な い 。  

(ウ )  公 共 下 水 道 事 業 計 画 区 域 外  

ａ  開 発 事 業 区 域 内 の 敷 地 内 排 水 は 、 汚 水 、 雨 水 を 別 々 の 排 水 系 統

で 排 除 し 、 雨 水 に つ い て は 、 原 則 と し て 浸 透 ま す 及 び 透 水 管 を 設

置 し 排 水 施 設 に 接 続 す る も の と す る 。  

ｂ  開 発 事 業 区 域 内 の 道 路 に 設 置 す る 排 水 施 設 は 、 汚 水 、 雨 水 を 合

わ せ て 排 除 で き る 施 設 と し 、 汚 水 に つ い て は 敷 地 内 に 浄 化 槽 を 設

置 し 、 そ の 施 設 に 接 続 し な け れ ば な ら な い 。  

ｃ  店 舗 部 分 に 飲 食 店 等 が 入 居 す る 場 合 は 、 阻 集 器 を 設 置 し な け れ

ば な ら な い 。  

イ  雨 水 調 整 施 設  

放 流 先 の 河 川 の 流 下 能 力 が 小 さ く 、 新 設 さ れ る 排 水 施 設 か ら の 放 流

が 困 難 な 場 合 は 、 雨 水 調 整 施 設 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

ウ  放 流 先 の 整 備  

開 発 事 業 区 域 か ら 排 除 す る 下 水 の 放 流 先 の 排 水 能 力 、利 水 の 状 況 等 に

よ り 整 備 が 必 要 と な る 河 川 そ の 他 公 共 の 用 に 供 す る 排 水 施 設（ 町 が 管 理

す る も の に 限 る 。）に つ い て は 、当 該 施 設 の 管 理 者 の 指 示 す る 区 間 、規

模 、 構 造 及 び 能 力 に よ り 、 こ れ を 整 備 す る も の と す る 。  

エ  安 全 施 設  

開 発 事 業 に よ り 設 置 又 は 改 修 さ れ る 施 設 に は 、 管 理 上 必 要 な 転 落 防

止 柵 等 の 安 全 施 設 を 設 置 す る も の と す る 。  

(４ )  消 防 水 利 の 設 置 等   

ア  消 防 水 利 の 設 置 基 準 は 次 の と お り と す る 。  
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（ ア ）  事 業 者 は 、開 発 事 業 を 行 う 場 合 は 消 火 栓 、防 火 水 槽 又 は こ れ ら と

同 等 の 能 力 を 有 す る と 認 め ら れ る も の（ 以 下「 消 防 水 利 」と い う 。）を

設 置 す る も の と す る 。  

（ イ ） 開 発 事 業 区 域 内 の い ず れ の 地 点 か ら も 近 隣 商 業 地 域 及 び 工 業 地 域

は 1 0 0 メ ー ト ル 以 内 、虫 窪 地 区 、黒 岩 地 区 及 び 西 久 保 地 区 は 1 4 0 メ ー

ト ル 以 内 、そ れ 以 外 の 地 域 は 1 2 0 メ ー ト ル 以 内 に 消 防 水 利 を 設 置 す る

こ と を 原 則 と す る 。 た だ し 、 河 川 、 軌 道 敷 、 交 通 量 の 多 い 道 路 等 に よ

り 当 該 範 囲 が 分 断 さ れ る と き 及 び 起 伏 が 激 し く 消 防 活 動 に 支 障 が あ

る と き を 除 き 町 の 管 理 す る 消 防 水 利 が 上 記 の 円 に 包 含 さ れ る 場 合 は

こ の 限 り で は な い 。  

（ ウ ）  （ イ ） に 関 し て は 、 宅 地 分 譲 （ 3 , 0 0 0 平 方 メ ー ト ル 未 満 ） 又 は

地 上 ３ 階 以 下 1 , 0 0 0 平 方 メ ー ト ル 未 満 の 建 築 物 を 建 築 す る 目 的 で 行

う 開 発 事 業 に 限 り 適 用 す る 。  

(エ )  消 防 水 利  

 

消 防 水 利 及 び 消 火 器 の 設 置 基 準 は 、 次 の 表 の と お り と す る 。  

 

開発事業の目的  開発事業区域の面積及び延べ面積  消防水利 

宅地分譲又は地上

２階以下の建築物

を建築する目的で

行う開発事業 

 

開発事業区域の面積が3,000平方メー

トル未満  
 

 

40立方メートルの防火水槽１基又は消

火栓１基以上。 

ただし、施行規則第58条（４）ア

（イ）及び(ウ)を適用できるものとす

る。 

 

 開発事業区域の面積が3,000平方メー

トル以上5,000平方メートル未満  

40立方メートルの防火水槽１基以上 

 

 

 

開発事業区域の面積が5,000平方メー

トル以上 

 

消防長と協議するものとする。 

地上３階以上の建

築物を建築する目

的で行う開発事業  

 

地上３階以上の建築物で延べ面積が

1,000平方メートル未満  

40立方メートルの防火水槽又は消火栓

１基 。 

ただし、施行規則第58条（４）ア

（イ）及び(ウ)を適用できるものとす

る。 

 

 

 

 

地上３階以上の建築物で延べ面積が

1,000平方メートル以上3,000平方メ

ートル未満  

 

40立方メートルの防火水槽１基  

 

 

 

 

地上３階以上の建築物で延べ 面積

が3,000平方メートル以上 （１棟に

つき） 

 

半径50メートル以内に60立方メートル

の防火水槽１基  

 上記以外の建築物の場合には、消防長と協議しなければならない。  

（ オ ） 消 火 器  

施 行 規 則 第 5 8条 第 ５ 号 の 規 定 又 は 協 議 等 に よ り 設 置 さ れ た ご み 集 積

所 1か 所 に つ き 消 火 器 １ 基 を 設 置 す る も の と す る 。  

（ カ ） 消 火 活 動 上 必 要 な 施 設  
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事 業 者 は 、 最 低 地 盤 面 か ら の 階 数 が ４ 以 上 で 延 べ 面 積 が 4 , 0 0 0平 方 メ ー       

ト ル 以 上 の 建 築 物 を 建 築 す る と き は 、 連 結 送 水 管 そ の 他 の 消 火 活 動 上  

必 要 な 施 設 の 設 置 に つ い て 、 消 防 長 と 協 議 し な け れ ば な ら な い 。  

イ  消 防 活 動 用 空 地   

（ ア ） 事 業 者 は 、 地 上 ３ 階 以 上 又 は 高 さ が 1 0 メ ー ト ル 以 上 の 建 築 物 （ 自  

己 の 居 住 の 用 に 供 す る も の を 除 く 。）を 建 築 す る と き は 、開 発 事 業 区 域

内 の 当 該 建 築 物 の 周 辺 に 、は し ご 車 が 容 易 に 部 署 で き る 着 て い 場 所 を

各 棟 ご と に 1 か 所 以 上 設 置 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 建 築 物

の 周 辺 に 、は し ご 車 が 容 易 に 部 署 で き る 道 路 が あ る 場 合 は こ の 限 り で

な い 。  

（ イ ）は し ご 車 が 進 入 し 、活 動 す る た め に 必 要 な 地 盤 の 強 度 は 、 2 0トン 以

上 の 車 両 重 量 に 耐 え ら れ る も の と す る 。  

(５ )  ご み 集 積 所 の 設 置  

ア  事 業 者 は 、 住 宅 を 目 的 と し た 開 発 事 業 を 行 う 場 合 は 、 原 則 と し て 道

路 に 接 し 収 集 作 業 に 支 障 の な い 場 所 に ご み 集 積 所 を 設 置 す る も の と す

る 。  

イ  ア の 規 定 に よ る ご み 集 積 所 の 設 置 か 所 数 及 び 面 積 は 、 次 の 基 準 に よ

り 設 置 す る こ と を 原 則 と す る 。  

(ア )  宅 地 分 譲  

ａ  区 画 数 が 2 0区 画 以 上 の 場 合 は 、 設 置 か 所 数 は お お む ね 1 0区 画 に

１ か 所 と す る 。 た だ し 、 １ か 所 の 面 積 は １ 区 画 当 た り 0 . 3 5平 方 メ

ー ト ル に 設 置 予 定 区 画 数 を 乗 じ て 得 た 面 積 を 標 準 と し 、 そ の 最 低

面 積 は 3 . 5平 方 メ ー ト ル と す る 。  

ｂ  区 画 数 が 1 0区 画 以 上 2 0区 画 未 満 の 場 合 は 、 設 置 か 所 数 は １ か 所

以 上 と す る 。 た だ し 、 １ か 所 の 面 積 は １ 区 画 当 た り 0 . 3 5平 方 メ ー

ト ル に 設 置 予 定 区 画 数 を 乗 じ て 得 た 面 積 を 標 準 と し 、 そ の 最 低 面

積 は 3 . 5平 方 メ ー ト ル と す る 。  

ｃ  区 画 数 が ９ 区 画 以 下 の 場 合 は 、 町 長 と 協 議 し 、 必 要 と 認 め る 規

模 と す る 。  

(イ )  集 合 住 宅  

ａ  戸 数 が 4 0戸 以 上 の 場 合 は 、 設 置 箇 所 数 は お お む ね 4 0戸 又 は １ 棟

に １ か 所 と す る 。 た だ し 、 １ か 所 の 面 積 は １ 戸 当 た り 0 . 3 5平 方 メ

ー ト ル に 設 置 予 定 戸 数 を 乗 じ て 得 た 面 積 を 標 準 と し 、 そ の 最 低 面

積 は 3 . 5平 方 メ ー ト ル と す る 。  

ｂ  戸 数 が 1 0戸 以 上 4 0戸 未 満 の 場 合 は 、 設 置 か 所 数 は １ か 所 以 上 と

す る 。 た だ し 、 １ か 所 の 面 積 は １ 戸 当 た り 0 . 3 5平 方 メ ー ト ル に 設

置 予 定 戸 数 を 乗 じ て 得 た 面 積 を 標 準 と し 、 そ の 最 低 面 積 は 3 . 5平 方

メ ー ト ル と す る 。  

ｃ  戸 数 が ９ 戸 以 下 の 場 合 は 、 町 長 と 協 議 し 、 必 要 と 認 め る 規 模 と

す る 。  

ウ  事 業 者 が 、 (イ )の 規 定 に よ り 設 置 し た ご み 集 積 所 に 、 ご み 収 納 容 器

を 設 置 す る 場 合 は 、 そ の 数 は お お む ね 1 0区 画 又 は 1 0戸 に １ 基 と し 、 １

か 所 当 た り の 面 積 は (イ )の 基 準 に ご み 収 納 容 器 の 設 置 面 積 を 加 算 し た

面 積 を 原 則 と す る 。 た だ し 、 ご み 収 納 容 器 は 事 業 者 又 は 入 居 者 に 帰 属

す る も の と す る 。  

(６ )  そ の 他 の 施 設 等  

ア  防 犯 灯  

(ア )  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 及 び そ の 周 辺 の 安 全 を 図 る た め 、 防

犯 灯 を 設 置 し 、 そ の 維 持 管 理 等 の 必 要 事 項 は 町 長 と 協 議 し な け れ ば

な ら な い 。  
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(イ )  設 置 場 所 は 、 夜 間 で の 防 犯 上 危 険 な 個 所 と す る 。  

(ウ )  設 置 間 隔 は 、 お お む ね 2 0メ ー ト ル と す る 。  

イ  広 報 掲 示 板  

事 業 者 は 、 1 0 0区 画 以 上 の 宅 地 分 譲 を 行 う と き は 、 第 ２ 号 の 公 園 の 整

備 の 規 定 に よ り 設 置 す る 公 園 内 に 広 報 掲 示 板 を 設 置 す る こ と を 原 則 と

す る 。  

(７ )  技 術 基 準 等  

前 各 号 に 掲 げ る 施 設 等 に 必 要 な 技 術 基 準 そ の 他 の 基 準 は 、 町 長 が 別 に

定 め る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 9年 規 則 ４ 号 ・ 2 0年 ９ 号 〕  

（ 安 全 で 快 適 な 生 活 の 確 保 に 関 す る 事 項 ）  

第 5 9条  条 例 第 4 4条 第 １ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 安 全 で 快 適 な 生 活 の 確 保 に 関 す

る 事 項 は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(１ )  駐 車 施 設 等  

事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 で の 駐 車 場 及 び 駐 輪 場 の 確 保 に つ い て は 、

次 の 表 （第６条第６号の葬祭場等の開発事業区域内の駐車場にあっては、別表第１の２）の 定 め

る と こ ろ に よ る も の と す る 。 た だ し 、 寮 、 寄 宿 舎 そ の 他 こ れ ら に 類 す る

も の に つ い て は 、 町 長 と 協 議 し 、 や む を 得 な い と 認 め る と き は 、 こ の 限

り で な い 。  

  

 区 分  駐 車 ・ 駐 輪 施 設 の 確 保 の 基 準   

 集 合 住 宅  駐 車 場  計 画 戸 数 の 5 0パ ー セ ン ト 以 上   

   駐 輪 場  計 画 戸 数 の 1 5 0パ ー セ ン ト 以 上   

 商 業 施 設 等  駐 車 場  大 規 模 小 売 店 舗 立 地 法 （ 平 成 1 0年 法 律 第 9 1号 ） に 基 づ

く 環 境 指 針 を 満 た す こ と 。  

 

   駐 輪 場  売 場 等 面 積 2 5平 方 メ ー ト ル 当 た り １ 台 以 上 。 た だ し 、

売 場 等 面 積 5 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル を 超 え る 部 分 は 、 当 該

超 え る 売 場 等 面 積 5 0平 方 メ ー ト ル 当 た り １ 台 以 上 と す

る 。  

 

 上 記 以 外 の

建 築 物  

駐 車 場  区 域 内 に 必 要 な 自 動 車 駐 車 場 を 確 保 す る こ と 。   

 駐 輪 場  区 域 内 に 必 要 な 自 転 車 駐 車 場 を 確 保 す る こ と 。   

(２ )  農 業 水 利  

ア  農 業 水 利 の 確 保  

事 業 者 は 、 開 発 事 業 に よ り 用 水 源 の 枯 渇 を 招 く お そ れ の あ る 場 合 、

又 は 開 発 事 業 区 域 の 周 辺 及 び 下 流 の 農 耕 地 の 水 利 の 取 水 方 法 に 変 化 を

生 ず る 場 合 に は 、 用 水 の 確 保 に 支 障 の な い 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な

い 。  

イ  下 水 の 接 続  

農 業 用 水 路 は 一 般 排 水 路 と 区 分 す る こ と を 原 則 と し 、 開 発 事 業 区 域

内 の 下 水 を 直 接 に 農 業 用 水 路 に 接 続 さ せ な い こ と と す る 。  

(３ )  テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 の 受 信 障 害 対 策  

事 業 者 は 、 開 発 事 業 に よ り テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 の 受 信 障 害 を 生 じ た 場 合

は 、 必 要 な 施 設 を 事 業 者 の 負 担 に お い て 設 置 し 、 そ の 維 持 管 理 に つ い て

必 要 な 事 項 を 利 害 関 係 者 と 協 議 し 、 そ の 解 決 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。  

(４ )  工 事 施 行 時 の 安 全 対 策  

ア  土 砂 等 の 搬 出 入  

(ア )  事 業 者 は 、 土 砂 等 を 開 発 事 業 区 域 内 に 搬 入 し 、 又 は 開 発 事 業 区

域 外 に 搬 出 す る と き は 、 交 通 、 騒 音 、 振 動 、 じ ん あ い そ の 他 住 民 の

生 活 環 境 に 影 響 す る 事 項 に つ い て 万 全 の 対 策 を と ら な け れ ば な ら な
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い 。  

(イ )  事 業 者 は 、 搬 出 入 す る 土 砂 等 の 量 が 5 0 0立 方 メ ー ト ル を 超 え る 場

合 に は 、 そ の 搬 出 入 経 路 、 搬 出 入 地 及 び 搬 出 入 土 砂 等 の 処 分 の 方 法

に つ い て 、 町 長 と 協 議 し な け れ ば な ら な い 。  

イ  工 事 に 伴 う 騒 音 、 振 動 又 は 粉 じ ん 対 策  

(ア )  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 伴 う 騒 音 、 振 動 又 は 粉 じ ん に つ い て は 、

で き る 限 り 防 止 し な け れ ば な ら な い 。  

(イ )  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 伴 う 騒 音 又 は 振 動 に つ い て は 、 午 後 1 0時

か ら 午 前 ６ 時 ま で の 間 は 、 発 生 さ せ て は な ら な い 。 た だ し 、 交 通 上

著 し く 支 障 を き た す 工 事 又 は 災 害 復 旧 工 事 そ の 他 特 殊 か つ 緊 急 の 工

事 で 町 長 が や む を 得 な い と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

一 部 改 正 〔 平 成 2 0年 規 則 ９ 号 〕  

(５ )  葬祭場等 

   事 業 者 は 、 第 ６ 条 第 ６ 号 の 葬 祭 場 等 の 建 築 等 を す る と き は 、 別 表 第 １ の ２ 

に 定 め る 基 準 に 適 合 さ せ な け れ ば な ら な い 。 

（ 緑 化 に 関 す る 事 項 ）  

第 6 0条  条 例 第 4 4条 第 １ 項 第 ４ 号 に 規 定 す る 緑 化 に 関 す る 事 項 は 、 次 に 定 め

る と こ ろ に よ る 。  

(１ )  緑 化 の 推 進  

事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 の 緑 化 を 積 極 的 に 図 る と と も に 、 自 然 林 等

が あ る 場 合 は 、 建 築 物 の 配 置 を 考 慮 し 、 そ の 樹 木 及 び 樹 林 の 保 全 に 努 め

な け れ ば な ら な い 。  

(２ )  生 け 垣 の 推 進  

建 築 物 の 敷 地 周 辺 に 塀 等 を 設 け る 場 合 は 、 生 け 垣 に す る よ う 努 め な け

れ ば な ら な い 。  

(３ )  緑 化 率  

建 築 物 の 敷 地 面 積 に 対 す る 樹 木 等 で お お わ れ た 緑 化 の 面 積 の 割 合 （ 以

下 「 緑 化 率 」 と い う 。 ） は 、 次 の 表 に 定 め る 値 以 上 と す る 。 た だ し 、 店

舗 等 に つ い て は 、 表 に 定 め る 緑 化 率 の 5 0パ ー セ ン ト 以 上 と す る 。  

  

 区 分  用 途 地 域  緑 化 率   

 宅 地 分 譲 以 外  第 一 種 低 層 住 居 専 用 地 域  2 5パ ー セ ン ト   

   第 一 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 、 第 一 種 住 居 地 域 、

第 二 種 住 居 地 域 、 準 工 業 地 域 又 は 工 業 地 域  

2 0パ ー セ ン ト   

   近 隣 商 業 地 域  1 0パ ー セ ン ト   

(４ )  緑 化 の 面 積 の 算 定 方 法  

ア  既 存 樹 木 の 場 合  

(ア )  独 立 し て い る 樹 木 の 場 合 は 、 樹 冠 の 投 影 面 積 を 緑 化 の 面 積 と す

る 。  

(イ )  複 数 の 樹 木 が 接 し て い る か 又 は 一 団 の 樹 林 地 を 形 成 し て い る 場

合 は 、 外 側 に あ る 各 樹 木 の 樹 冠 を 直 線 で 結 ん だ 線 に よ っ て 囲 ま れ た

面 積 を 緑 化 の 面 積 と す る 。  

イ  植 栽 樹 木 の 場 合  

(ア )  植 栽 樹 木 の 樹 冠 の 投 影 面 積 は 、 次 の 表 の 定 め に よ り 算 定 し 、 緑

化 の 面 積 と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 1 0平 方 メ ー ト ル 以 上 の 樹 冠 の

投 影 面 積 を も つ 樹 木 に つ い て は 、 当 該 樹 冠 の 投 影 面 積 を 緑 化 の 面 積

と す る 。  

  

 区 分  植 栽 時 の 樹 高  緑 化 算 定 の 面 積   
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 高 木  ３ メ ー ト ル 以 上  1 0平 方 メ ー ト ル （ 半 径 1 . 8メ ー ト ル の

円 の 面 積 ）  

 

   1 . 5メ ー ト ル 以 上 ３

メ ー ト ル 未 満  

５ 平 方 メ ー ト ル （ 半 径 1 . 2 5メ ー ト ル の

円 の 面 積 ）  

 

   0 . 5メ ー ト ル 以 上

1 . 5メ ー ト ル 未 満  

３ 平 方 メ ー ト ル （ 半 径 １ メ ー ト ル の 円

の 面 積 ）  

 

 中 木  0 . 5メ ー ト ル 以 上  ３ 平 方 メ ー ト ル （ 半 径 １ メ ー ト ル の 円

の 面 積 ）  

 

 苗 木 （ 高 木 又 は 中

木 と な る も の に 限

る 。 ）  

0 . 5メ ー ト ル 未 満  １ 平 方 メ ー ト ル （ 半 径 0 . 6メ ー ト ル の

円 の 面 積 ）  

 

 低 木  ―  表 面 を 覆 っ た 面 積   

備 考  高 木 ： 生 育 し た と き の 樹 高 が 1 0メ ー ト ル 以 上 の 樹 木  

中 木 ： 生 育 し た と き の 樹 高 が ５ メ ー ト ル 以 上 1 0メ ー ト ル 未 満 の 樹 木  

低 木 ： 生 育 し た と き の 樹 高 が ５ メ ー ト ル 未 満 の 樹 木  

(イ )  樹 冠 が 接 し て 植 栽 さ れ て い る 場 合 は 、 外 側 に あ る 各 樹 木 の 樹 冠

を 直 線 で 結 ん だ 線 に よ っ て 囲 ま れ た 面 積 を 緑 化 の 面 積 と す る 。  

ウ  生 け 垣 の 場 合  

公 道 に 接 し て 生 け 垣 を 設 置 す る 場 合 は 、 樹 木 の 高 さ を 概 ね 0 . 9メ ー ト

ル 以 上 と し 、 延 長 １ メ ー ト ル に ３ 本 以 上 植 樹 す る も の と す る 。 こ の 場

合 に お い て 緑 化 面 積 の 算 定 は １ 本 当 た り ３ 平 方 メ ー ト ル と し 、 当 該 総

面 積 を 緑 化 の 面 積 と す る 。  

エ  芝 生 の 場 合  

芝 等 で 表 面 が お お わ れ る 場 合 は 、 当 該 土 地 の 面 積 の 2 0パ ー セ ン ト を

緑 化 の 面 積 と す る 。  

オ  そ の 他  

(ア )  屋 上 緑 化 及 び 壁 面 緑 化 は 、 緑 化 の 面 積 に 含 め な い 。  

(イ )  投 影 面 積 の 中 に 構 造 物 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 当 該 構 造 物 の 面 積

を 緑 化 面 積 に 含 め な い 。 た だ し 、 雨 水 浸 透 ま す そ の 他 の 緑 化 に 資 す

る も の は 、 こ の 限 り で な い 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 福 祉 の ま ち 整 備 に 関 す る 事 項 ）  

第 6 1条  条 例 第 4 4条 第 １ 項 第 ５ 号 に 規 定 す る 福 祉 の ま ち 整 備 に 関 す る 事 項

は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 こ の 場 合 に お い て 、 事 業 者 は 、 開 発 事 業 区

域 内 に 公 共 施 設 を 整 備 す る と き は 、 神 奈 川 県 み ん な の バ リ ア フ リ ー 街 づ く

り 条 例 （ 平 成 ７ 年 神 奈 川 県 条 例 第 ５ 号 ） に 準 じ 、 次 の と お り 、 障 害 者 等 に

配 慮 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

(１ )  開 発 事 業 区 域 内 に 、 歩 道 又 は 自 転 車 歩 行 者 道 を 設 け る 場 合 は 、 障 害

者 等 が 円 滑 に 通 行 で き る 構 造 と す る 。  

(２ )  開 発 事 業 区 域 内 に 、 公 園 又 は 広 場 を 設 け る 場 合 は 、 次 に 定 め る 構 造

と す る 。  

ア  公 園 又 は 広 場 の 敷 地 に 接 す る 道 に 通 ず る 出 入 口 又 は 駐 車 場 に 通 ず る

出 入 口 の う ち 、 そ れ ぞ れ １ 以 上 の 出 入 口 は 、 障 害 者 等 が 円 滑 に 出 入 で

き る 構 造 と す る 。  

イ  公 園 又 は 広 場 の 敷 地 内 に 、 ベ ン チ 、 屋 外 卓 及 び そ の 他 の 施 設 を 設 け

る 場 合 は 、 障 害 者 等 が 円 滑 に 利 用 で き る 構 造 と す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 2 2年 規 則 2 7号 〕  

（ 良 好 な 景 観 の 形 成 に 関 す る 事 項 ）  

第 6 2条  条 例 第 4 4条 第 １ 項 第 ６ 号 に 規 定 す る 良 好 な 景 観 の 形 成 に 関 す る 事 項
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は 、 事 業 者 が 、 開 発 事 業 を 行 う と き は 、 大 磯 町 景 観 計 画 （ 景 観 法 （ 平 成 1 6

年 法 律 第 1 1 0号 ） 第 ８ 条 の 良 好 な 景 観 の 形 成 に 関 す る 計 画 と し て 策 定 さ れ た

も の を い う 。 ） に 定 め ら れ た 景 観 形 成 指 針 に 配 慮 す る よ う 努 め な け れ ば な

ら な い 。  

全 部 改 正 〔 平 成 2 1年 規 則 1 4号 〕  

（ 文 化 財 の 保 護 に 関 す る 事 項 ）  

第 6 3条  条 例 第 4 4条 第 １ 項 第 ７ 号 に 規 定 す る 文 化 財 の 保 護 に 関 す る 事 項 は 、

次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(１ )  事 業 者 は 、 文 化 財 保 護 法 （ 昭 和 2 5年 法 律 第 2 1 4号 ） 第 9 3条 第 １ 項 に 規

定 す る 周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 内 又 は そ の 隣 接 地 に お い て 開 発 事 業 を 行

う と き は 、 町 教 育 委 員 会 と 協 議 し な け れ ば な ら な い 。  

(２ )  前 号 の 場 合 に お い て 、 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 内 若 し く は そ の 隣 接 地 又 は

埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 外 の 場 所 で 、 工 事 施 行 中 に 埋 蔵 文 化 財 が 発 見 さ れ た と

き は 、 直 ち に 工 事 を 中 止 し て 町 教 育 委 員 会 の 指 示 を 受 け な け れ ば な ら な

い 。  

（ 公 共 施 設 等 の 管 理 及 び 帰 属 ）  

第 6 4条  事 業 者 は 、 第 5 8条 に 定 め る と こ ろ に よ り 設 置 し た 公 共 施 設 等 及 び そ

の 用 地 の 管 理 及 び 帰 属 に つ い て 町 長 と 協 議 し な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 協 議 の 結 果 、 町 が 管 理 す る こ と と な る 公 共 施 設 等 の 用 地 の 帰 属

は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(１ )  道 路  

第 5 8条 第 １ 項 第 １ 号 の 規 定 に よ り 設 置 さ れ た 道 路 及 び 用 地 の う ち 、 町

が 管 理 す る こ と と な る 道 路 及 び 用 地 は 、 町 に 無 償 で 帰 属 す る も の と す

る 。  

(２ )  公 園  

第 5 8条 第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ り 設 置 さ れ た 公 園 及 び 用 地 の う ち 、 町

が 管 理 す る こ と と な る 公 園 及 び 用 地 は 、 町 に 無 償 で 帰 属 す る も の と す

る 。  

(３ )  排 水 施 設  

第 5 8条 第 １ 項 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 設 置 さ れ た 排 水 施 設 及 び 用 地 の う

ち 、 町 が 管 理 す る こ と と な る 排 水 施 設 及 び 用 地 は 、 町 に 無 償 で 帰 属 す る

も の と す る 。  

(４ )  消 防 水 利  

第 5 8条 第 １ 項 第 ４ 号 の 規 定 に よ り 設 置 さ れ た 消 防 水 利 及 び 用 地 の う

ち 、 町 が 管 理 す る こ と と な る 消 防 水 利 及 び 用 地 は 、 町 に 無 償 で 帰 属 す る

も の と す る 。  

(５ )  ご み 集 積 所  

第 5 8条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 設 置 さ れ た ご み 集 積 所 及 び 用 地 の う

ち 、 町 が 管 理 す る こ と と な る ご み 集 積 所 及 び 用 地 は 、 町 に 無 償 で 帰 属 す

る も の と す る 。  

(６ )  そ の 他 の 施 設 等  

第 5 8条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 設 置 さ れ た そ の 他 の 施 設 等 及 び 用 地

の う ち 、 町 が 管 理 す る こ と と な る そ の 他 の 施 設 等 及 び 用 地 は 、 町 に 無 償

で 帰 属 す る も の と す る 。  

(７ )  施 設 及 び 用 地 の 帰 属  

ア  事 業 者 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 協 議 の 結 果 、 町 が 管 理 す る こ と と な

る 公 共 施 設 等 に つ い て 、 そ の 土 地 の 所 有 権 移 転 等 の 登 記 に 必 要 な 図 書

を 作 成 し 、 条 例 第 4 1条 第 １ 項 に 規 定 す る 届 出 書 と 共 に 町 長 に 提 出 し な

け れ ば な ら な い 。  

イ  事 業 者 は 、 町 に 帰 属 す る こ と と な る 用 地 に つ い て 、 帰 属 の 時 期 ま で
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に 、 抵 当 権 等 第 三 者 の 権 利 を 抹 消 し て お か な け れ ば な ら な い 。  

ウ  事 業 者 が 入 居 者 等 に 管 理 を 引 き 継 ぐ こ と と な る 施 設 等 に つ い て は 、

当 事 者 間 で 協 議 し 管 理 協 定 等 を 締 結 す る よ う 努 め る も の と す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 2 0年 規 則 2 9号 〕  

（ 大 規 模 開 発 事 業 に 係 る 協 議 ）  

第 6 5条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 の 面 積 が 5 0 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル 以 上 の 関 発 事

業 を す る と き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 、 町 長 と 協 議 し な け れ ば な ら な

い 。  

(１ )  外 周 道 路 の 整 備 等 に 関 す る 事 項  

(２ )  既 設 の 周 辺 道 路 等 の 整 備 等 に 関 す る 事 項  

(３ )  下 水 道 施 設 の 整 備 に 関 す る 事 項  

(４ )  ご み 処 理 施 設 の 整 備 に 関 す る 事 項  

(５ )  消 防 設 備 の 整 備 に 関 す る 事 項  

(６ )  バ ス 路 線 の 整 備 等 に 関 す る 事 項  

(７ )  教 育 施 設 用 地 の 確 保 に 関 す る 事 項  

(８ )  教 育 施 設 の 整 備 に 関 す る 事 項  

(９ )  通 学 路 の 整 備 に 関 す る 事 項  

( 1 0 )  保 育 所 用 地 の 確 保 に 関 す る 事 項  

( 1 1 )  集 会 施 設 そ の 他 町 長 が 必 要 と 認 め る 施 設 用 地 の 確 保 に 関 す る 事 項  

（ 袋 路 状 の 道 路 ）  

第 6 6条  条 例 第 4 7条 第 １ 項 第 ４ 号 の 町 長 が 別 に 定 め る 避 難 上 及 び 車 両 の 通 行

上 支 障 が な い 施 設 は 、 先 端 で 回 転 可 能 な 形 状 の 道 路 で 、 道 路 構 造 令 （ 昭 和

4 5年 政 令 第 3 2 0号 ） 第 ４ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 小 型 自 動 車 の 最 小 回 転 半 径 以 上

の 曲 線 半 径 を 有 す る も の と す る 。  

 

 

第 ８ 章  開 発 事 業 に 係 る 紛 争 調 整  

 

（ あ っ せ ん 申 出 書 ）  

第 6 7条  条 例 第 5 2条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 紛 争 の 調 整 の 申 出 は 、 あ っ せ ん 申 出

書 （ 第 4 5号 様 式 ） に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ あ っ せ ん 開 始 通 知 書 ）  

第 6 8条  条 例 第 5 2条 第 １ 項 の 規 定 に よ り あ っ せ ん を 行 う と き は 、 あ っ せ ん 開

始 通 知 書 （ 第 4 6号 様 式 ） に よ り 紛 争 当 事 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 紛 争 調 整 相 談 員 ）  

第 6 9条  紛 争 調 整 相 談 員 は 、 法 律 、 建 築 、 行 政 等 に 関 し 学 識 経 験 を 有 す る 者

の う ち か ら 町 長 が 委 嘱 す る 。  

２  紛 争 調 整 相 談 員 の 任 期 は 、 ２ 年 と す る 。 た だ し 、 再 任 す る こ と が で き

る 。  

（ あ っ せ ん 打 切 通 知 書 ）  

第 7 0条  条 例 第 5 2条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り あ っ せ ん を 打 ち 切 っ た と き は 、 あ っ

せ ん 打 切 通 知 書 （ 第 4 7号 様 式 ） に よ り 紛 争 当 事 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 調 停 移 行 勧 告 書 等 ）  

第 7 1条  条 例 第 5 3条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 調 停 へ の 移 行 の 勧 告 は 、 調 停 移 行 勧

告 書 （ 第 4 8号 様 式 ） に よ り 紛 争 当 事 者 に 通 知 し て 行 う も の と す る 。  

２  前 項 の 勧 告 の 回 答 は 、 調 停 移 行 勧 告 に 対 す る 回 答 書 （ 第 4 9号 様 式 ） を 町

長 に 提 出 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 調 停 開 始 通 知 書 ）  

第 7 2条  条 例 第 5 3条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 調 停 を 行 う と き は 、 調 停 開 始 通 知 書

（ 第 5 0号 様 式 ） に よ り 紛 争 当 事 者 に 通 知 す る も の と す る 。  
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（ 調 停 案 受 諾 勧 告 書 等 ）  

第 7 3条  条 例 第 5 3条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 調 停 案 の 受 諾 の 勧 告 は 、 調 停 案 受 諾

勧 告 書 （ 第 5 1号 様 式 ） に よ り 紛 争 当 事 者 に 通 知 し て 行 う も の と す る 。  

２  前 項 の 勧 告 の 回 答 は 、 調 停 案 受 諾 勧 告 に 対 す る 回 答 書 （ 第 5 2号 様 式 ） を

町 長 に 提 出 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 調 停 打 切 通 知 書 ）  

第 7 4条  条 例 第 5 3条 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 調 停 を 打 ち 切 る と き は 、 調 停 打 切 通

知 書 （ 第 5 3号 様 式 ） に よ り 紛 争 当 事 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 手 続 の 非 公 開 ）  

第 7 5条  あ っ せ ん 及 び 調 停 の 手 続 は 、 公 開 し な い 。  

（ あ っ せ ん 又 は 調 停 の 出 席 者 等 ）  

第 7 6条  あ っ せ ん 又 は 調 停 に 出 席 す る こ と の で き る 者 は 、 紛 争 当 事 者 と す

る 。 た だ し 、 町 長 が 相 当 と 認 め た 紛 争 当 事 者 の 代 理 人 に つ い て は 、 こ の 限

り で な い 。  

２  町 長 は 、 あ っ せ ん 又 は 調 停 の 手 続 の た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 あ

っ せ ん 又 は 調 停 に 出 席 で き る 者 と し て 紛 争 当 事 者 の 中 か ら 一 人 又 は 数 人 の

代 表 者 を 選 定 す る よ う 求 め る こ と が で き る 。  

３  紛 争 当 事 者 は 、 前 項 の 代 表 者 を 選 定 し た と き は 、 代 表 者 選 定 届 出 書 （ 第

5 4号 様 式 ） に よ り 町 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

（ 調 停 委 員 会 の 委 員 の 任 期 ）  

第 7 7条  調 停 委 員 会 の 委 員 の 任 期 は 、 ２ 年 と す る 。 た だ し 、 再 任 す る こ と が

で き る 。  

２  委 員 が 欠 け た 場 合 に お け る 補 欠 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す

る 。  

（ 調 停 委 員 会 の 会 長 ）  

第 7 8条  調 停 委 員 会 に 会 長 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ り 定 め る 。  

２  会 長 は 、 調 停 委 員 会 を 代 表 し 、 会 務 を 総 理 す る 。  

３  会 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 会 長 が 欠 け た と き は 、 会 長 が あ ら か じ め 指

名 す る 委 員 が 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

（ 調 停 委 員 会 の 会 議 ）  

第 7 9条  調 停 委 員 会 の 会 議 は 、 会 長 が 招 集 し 、 そ の 議 長 と な る 。  

２  調 停 委 員 会 の 会 議 は 、 委 員 の 過 半 数 の 出 席 が な け れ ば 開 く こ と が で き な

い 。  

３  調 停 委 員 会 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同 数 の

と き は 、 議 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。  

４  調 停 委 員 会 は 、 そ の 審 議 事 項 に つ い て 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 委 員

以 外 の 者 に 会 議 へ の 出 席 を 求 め 、 そ の 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。  

（ 調 停 委 員 会 の 庶 務 ）  

第 8 0条  調 停 委 員 会 の 庶 務 は 、 都 市 計 画 主 管 課 に お い て 処 理 す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 2 1年 規 則 1 2号 〕  

（ 工 事 着 手 の 延 期 等 要 請 書 ）  

第 8 1条  条 例 第 5 5条 の 規 定 に よ り 工 事 の 着 手 の 延 期 等 を 要 請 す る と き は 、 工

事 着 手 の 延 期 等 要 請 書 （ 第 5 5号 様 式 ） に よ り 事 業 者 に 通 知 す る も の と す

る 。  

 

第 ９ 章  雑 則  

 

（ 適 用 除 外 ）  

第 8 2条  条 例 第 5 6条 第 １ 項 第 ４ 号 の 自 己 の 居 住 の 用 に 供 す る 建 築 物 で 規 則 で

定 め る も の は 、 次 に 掲 げ る も の と す る 。  
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(１ )  開 発 行 為 を 伴 わ な い 自 己 の 居 住 の 用 に 供 す る 建 築 物 で 次 に 掲 げ る 要

件 を 満 た す も の  

ア  階 数 が ３ 以 下 で あ る こ と 。  

イ  高 さ が 1 0メ ー ト ル 未 満 で あ る こ と 。  

ウ  延 べ 面 積 （ 同 一 敷 地 内 に ２ 以 上 の 建 築 物 が あ る 場 合 は 、 そ の 延 べ 面

積 を い う 。 ） が 1 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル を 超 え な い こ と 。  

(２ )  開 発 行 為 （ 開 発 区 域 の 面 積 が 5 0 0平 方 メ ー ト ル 未 満 の も の に 限 る 。 ）

を 伴 う 自 己 の 居 住 の 用 に 供 す る 建 築 物 で 次 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す も の  

ア  階 数 が ３ 以 下 で あ る こ と 。  

イ  高 さ が 1 0メ ー ト ル 未 満 で あ る こ と 。  

ウ  延 べ 面 積 （ 同 一 敷 地 内 に ２ 以 上 の 建 築 物 が あ る 場 合 は 、 そ の 延 べ 面

積 を い う 。 ） が 1 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル を 超 え な い こ と 。  

２  条 例 第 5 6条 第 １ 項 第 ６ 号 の 規 則 で 定 め る も の は 、 次 に 掲 げ る も の と す

る 。  

(１ )  都 市 計 画 法 施 行 令 第 2 2条 で 定 め る 開 発 行 為  

(２ )  法 令 又 は こ れ に 基 づ く 処 分 に よ る 義 務 の 履 行 と し て の 行 為  

一 部 改 正 〔 平 成 2 0年 規 則 ９ 号 ・ 2 1年 1 4号 〕  

（ 工 事 着 手 の 延 期 等 申 出 書 ）  

第 8 3条  条 例 第 5 8条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 工 事 の 着 手 の 延 期 又 は 工 事 の 中 断 の

申 出 は 、 工 事 着 手 の 延 期 等 申 出 書 （ 第 5 6号 様 式 ） に よ り 行 わ な け れ ば な ら

な い 。  

（ 身 分 証 明 書 ）  

第 8 4条  条 例 第 6 0条 第 ２ 項 に 規 定 す る 身 分 を 示 す 証 明 書 は 、 第 5 7号 様 式 と す

る 。  

（ 公 表 ）  

第 8 5条  条 例 第 6 1条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 公 表 は 、 本 町 の 広 報 紙 、 日 刊 新 聞 紙

へ の 掲 載 そ の 他 町 長 が 適 当 と 認 め る 方 法 に よ り 行 う も の と す る 。  

（ 類 似 の 用 途 等 ）  

第 8 6条  条 例 第 6 3条 の ２ 第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ り 条 例 で 指 定 す る 類 似 の 用

途 は 、 次 の 各 号 の 一 に 列 記 す る 各 用 途 に つ き 当 該 各 号 に 列 記 す る 他 の 用 途

と す る 。  

(１ )  物 品 販 売 業 を 営 む 店 舗 、 飲 食 店 、 事 務 所  

(２ )  ホ テ ル 、 旅 館  

(３ )  ボ ー リ ン グ 場 、 水 泳 場 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設  

(４ )  劇 場 、 映 画 館 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設  

追 加 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 〕  

（ 開 発 事 業 指 導 協 議 会 ）  

第 8 7条  条 例 第 2 8条 第 １ 項 又 は 条 例 第 4 0条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 協 議 に つ い て

は 、 別 に 定 め る 大 磯 町 開 発 事 業 指 導 協 議 会 に お い て 審 議 す る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 8年 規 則 ８ 号 ・ 1 9年 ４ 号 〕  

附  則  

こ の 規 則 は 、 平 成 1 4年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 1 4年 ８ 月 １ 日 規 則 第 1 9号 ）  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 1 6年 ３ 月 1 9日 規 則 第 ５ 号 ）  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 1 6年 ４ 月 2 6日 規 則 第 1 0号 ）  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 ２ の 改 正 規 定 は 、 平

成 1 6年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 1 8年 ２ 月 ８ 日 規 則 第 ２ 号 ）  
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こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 1 8年 ３ 月 2 4日 規 則 第 ８ 号 ）  

こ の 規 則 は 、 平 成 1 8年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 1 9年 ３ 月 2 0日 規 則 第 ４ 号 ）  

こ の 規 則 は 、 平 成 1 9年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 2 0年 ３ 月 2 5日 規 則 第 ９ 号 ）  

こ の 規 則 は 、 平 成 2 0年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 2 0年 ７ 月 ３ 日 規 則 第 2 9号 ）  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 2 1年 ３ 月 3 1日 規 則 第 1 2号 抄 ）  

（ 施 行 期 日 等 ）  

 こ の 規 則 は 、 平 成 2 1年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 2 1年 ３ 月 3 1日 規 則 第 1 4号 ）  

こ の 規 則 は 、 平 成 2 1年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 2 2年 ９ 月 ６ 日 規 則 第 2 7号 ）  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 登 録 さ れ て い る ま ち づ く り 団 体 に つ い て は 、 こ

の 規 則 に よ る 改 正 後 の 第 2 7条 第 １ 項 の 登 録 の 日 は 、 平 成 2 2年 ４ 月 １ 日 と み

な す 。  

３  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 工 事 中 の 建 築 物 及 び ま ち づ く り 条 例 第 3 7条 第 １

項 の 規 定 に 基 づ く 審 査 結 果 通 知 書 の 交 付 を 受 け た 建 築 物 の 建 築 に つ い て

は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

（ 施 行 期 日 等 ）  

附  則 （ 平 成 2 6年 ３ 月 3 1日 規 則 第 1 0号 ）  

こ の 規 則 は 、 平 成 2 6年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２ この規則の施行の日前に大磯町まちづくり条例（平成13年大磯町条例第31号）第37条第１項の規定

により審査結果通知書が事業者に交付され、又は同条例第40条第４項の規定により準用する同条例第

37条第１項の規定により再審査結果通知書が事業者に交付された開発事業については、改正後の第58

条第２号ア(ｱ)の規定は適用せず、なお従前の例による。 

附  則 （ 平 成 2 8年 ３ 月 1 4日 規 則 第 １ 号 ）  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 2 8年 1 2月 1 4日 規 則 第 3 0号 ）  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 令 和 ３ 年 ３ 月 ３ 日 規 則 第 ４ 号 ）  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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別 表 第 １ （ 第 ３ 条 関 係 ）  近 隣 住 民 の 範 囲  

  

 対 象 と

な る 開

発 事 業  

開 発 事 業 区 域 の 面 積

が 1 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル

未 満 の 開 発 事 業 。 た だ

し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る

開 発 事 業 の い ず れ か に

該 当 す る 場 合 は 、 こ の

限 り で な い 。  

１  開 発 事 業 区 域 の 面

積 が 1 , 0 0 0平 方 メ ー

ト ル 以 上 3 , 0 0 0平 方

メ ー ト ル 未 満 の 開 発

事 業  

２  開 発 事 業 区 域 の 面

積 が 1 , 0 0 0平 方 メ ー

ト ル 未 満 の 開 発 事 業

で 、 左 欄 の た だ し 書

に 掲 げ る も の  

開 発 事 業 区 域 の 面 積

が 3 , 0 0 0平 方 メ ー ト ル

以 上 の 開 発 事 業  

 

   (１ )  中 高 層 建 築 物 の

建 築  

   

   (２ )  戸 数 が 1 6戸 以 上

の 集 合 住 宅 の 建 築  

   

   (３ )  店 舗 等 へ の 用 途

の 変 更 又 は 建 築  

     

   (４ )  特 定 建 築 物 へ の

用 途 の 変 更 又 は 建 築  

     

   (５ )  急 傾 斜 地 崩 壊 危

険 区 域 内 で 行 う 開 発

事 業  

     

 開 発 事

業 区 域

の 境 界

か ら の

距 離  

1 5メ ー ト ル  3 0メ ー ト ル  1 0 0メ ー ト ル 。 た だ

し 、 そ の 区 域 の 直 近 に

区 切 る こ と が で き る 地

形 地 物 が あ る と き 、 又

は 町 内 会 （ 自 治 会 ） の

組 等 に よ り そ の 区 域 を

区 切 る と き は 、 当 該 区

域 を 超 え て 直 近 の 地 形

地 物 又 は 組 等 ま で と す

る 。  
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別表第１の２（第６条、第59条関係） 葬祭場等の基準 

種別 基準 

設置の

計画上

の措置 

(１ )  敷地は、原則として有効幅員６メートル以上の道路（開発事業区域が接する前面道

路で、車両が２方向以上に有効に分散できる国又は地方公共団体が管理する他の幅員

６メートル以上の道路に接続するまでの区間をいう。）に接することとし、出入口を除

く道路に接する部分に沿って中木又は高木による緑化に努めること。 

(２ )  自動車駐車場は、原則として葬祭場等の用に供する部分の延べ面積 100 平方メート

ル当たり２台以上（当該台数が 10 台未満になる場合は、10 台以上）を当該建築物の

敷地内に確保すること。ただし、遺体保管所及びエンバーミング施設においては、５

台以上とする。 

(３ )  自動車の転回を要する場合は、原則として敷地内に自動車駐車場を兼ねることのな

い有効な広場等を確保すること。 

(４ )  隣地境界線から葬祭場等（敷地内の工作物を含む。）の外壁等（外壁に代わる柱の面

並びにバルコニー、ベランダ、出窓及び戸袋を含む。工作物にあっては、これらに相

当する外壁を含む。）までの距離は４メートル以上（住居系用途地域外にあっては、２

メートル以上）とし、隣地境界線に沿って中木又は高木による緑化を行うこと。 

(５ )  隣接敷地からの眺望や通りからの見え方に配慮し、事業地内の緑化（生垣、高木等）、

工作物及び外構囲障の配置、高さ等を工夫し、修景を図ること。 

(６ )  屋外広告物は、配置を工夫するとともに自然素材又は伝統素材を用いること。 

管理運

営上の

措置 

(１ )  葬祭場において、花環を設置する場合は、葬祭場の敷地内で、かつ、道路側に面し

ないよう内側に向けて設置すること。ただし、葬祭場の敷地内に花環を設置する十分

な空地がない場合には、花環を設置しないこと。 

(２ )  葬祭場において、通夜、告別式等を行う場合は、葬祭場の敷地内で行うこと。 

(３ )  葬祭場等から発生する音、臭い等については、周辺に影響のないよう配慮すること。 

(４ )  会葬者の自動車による来場は、自粛を求めること。 

(５ )  送迎車両を含む全ての車両の乗降は、原則として葬祭場等の敷地内で行うこと。 

(６ )  葬祭場等の周辺に商店等がある場合は、会葬その他の行為により営業の妨げになら

ないよう配慮すること。 

(７ )  ストレッチャー、棺等による遺体の搬出入作業は、葬祭場等の敷地内で行うこと。

ただし、遺体保管所又はエンバーミング施設において当該作業を行うときは、当該遺

体保管所又はエンバーミング施設の建築物内に遺体搬送用自動車又は霊 柩
きゅう

車を駐車

させ、開口部を締め切って行うこと。 

(８ )  エンバーミング処置により生じる廃棄物は、関係法令に基づき適切な処理を行うこ

と。 

(９ )  葬祭場等の管理を適切に行うとともに、管理運営方法等についての苦情があったと

きは、誠意をもって速やかに対応すること。 

( 1 0 )  葬祭場等の管理運営方法等について、近隣住民が協定を望むときは、当事者間で十

分協議し、合意した内容について、これを締結し、遵守すること。 
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別 表 第 ２ （ 第 4 1条 、 第 5 0条 関 係 ）  添 付 図 書  

  

 番 号  図 面 等 の 名 称  縮 尺  明 示 事 項 等  備 考   

 １  委 任 状    設 計 を 委 任 し た と き は 、

事 業 者 発 行 の 設 計 及 び 手

続 に 関 す る も の  

   

 ２  位 置 図  １ ／ 2 , 5 0 0以 上  開 発 事 業 区 域 を 明 示 （ 赤

枠 ） す る 。  

   

 ３  現 況 図  １ ／ 5 0 0以 上  開 発 事 業 区 域 を 明 示 （ 赤

枠 ） す る 。 開 発 事 業 区 域

及 び そ の 周 辺 地 域 の 道

路 、 水 路 等 公 共 施 設 を 明

示 （ 着 色 ） す る 。 等 高 線

を 表 示 （ ２ メ ー ト ル ご と

と す る 。 ）  

公 道 （ 茶 ） 、 水

路 （ 青 ） 、 け い

畔 （ ね ず み 色 ）

に 着 色 す る 。  

開 発 事 業 区 域 の

面 積 が １ ヘ ク タ

ー ル 未 満 は 、 縮

尺 １ ／ 3 0 0以 上 と

す る 。  

 

 ４  不 動 産 登 記 法

（ 平 成 1 6年 法

律 第 1 2 3号 ）

第 1 4条 第 １ 項

の 地 図 又 は 同

条 第 ４ 項 の 地

図 に 準 ず る 図

面 の 写 し  

  開 発 事 業 区 域 を 明 示 （ 赤

枠 ） す る 。 開 発 事 業 区 域

及 び そ の 周 辺 地 域 の 道

路 、 水 路 等 公 共 施 設 を 明

示 （ 着 色 ） す る 。  

公 道 （ 茶 ） 、 水

路 （ 青 ） 、 け い

畔 （ ね ず み 色 ）

に 着 色 す る 。  

 

 ５  土 地 の 登 記 事

項 証 明 書 の 写

し  

  開 発 事 業 区 域 内 の 土 地 の

全 部  

   

 ６  境 界 確 定 図 の

写 し  

  境 界 確 定 区 域 を 明 示 （ 赤

枠 ） す る 。  

   

 ７  求 積 図 （ 敷

地 、 道 路 等 ）  

１ ／ 5 0 0以 上  敷 地 、 道 路 等 は 三 斜 を 切

っ て 求 積 を 明 示 す る 。  

   

 ８  公 共 施 設 新 旧

対 照 図  

１ ／ 5 0 0以 上  既 存 、 新 設 の 公 共 施 設 を

明 示 （ 着 色 方 法 ： 既 存 は

塗 り つ ぶ し 、 新 設 は 線 で

囲 む ） す る 。  

既 存 、 新 設 は 各 々 別 々 に

一 連 番 号 を 付 す （ 例 ： 既

存 ① 、 新 設 ） 。 所 有 者 、

管 理 者 別 に 色 分 け し そ の

凡 例 を 入 れ る 。  

新 旧 面 積 対 照 表 を 記 入 す

る 。  

開 発 事 業 区 域 の

面 積 が １ ヘ ク タ

ー ル 未 満 は 、 縮

尺 １ ／ 3 0 0以 上 と

す る 。  

 

 ９  土 地 利 用 計 画

図  

１ ／ 1 0 0以 上  道 路 、 排 水 施 設 等 公 共 施

設 の 位 置 、 形 状 及 び 道 路

の 幅 員 、 予 定 建 築 物 の 用

途 及 び 配 置 、 公 益 的 施 設

の 位 置 、 消 火 栓 の 位 置 等

を 表 示 す る 。  
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 1 0  造 成 計 画 平 面

図  

１ ／ 1 0 0以 上  が け 又 は 擁 壁 の 位 置 、 構

造 及 び 高 さ を 表 示 す る 。

切 土 及 び 盛 土 部 分 を 色 分

け す る 。 等 高 線 を 薄 く 表

示 す る 。  

暗 き ょ 排 水 施 設 の 位 置 及

び 構 造 、 道 路 の 位 置 、 形

状 、 幅 員 、 勾 配 及 び 構 造

並 び に 宅 地 の 地 盤 高 及 び

面 積 を 表 示 す る 。  

切 土 （ 黄 ） 、 盛

土 （ 赤 ） に 着 色

す る 。  

 

 1 1  排 水 計 画 平 面

図  

１ ／ 5 0 0以 上  排 水 施 設 の 位 置 、 種 類 、

内 法 寸 法 、 こ う 配 及 び 水

の 流 れ の 方 向 並 び に 雨 水

ま す の 位 置 、 形 状 及 び 構

造 を 表 示 す る 。  

開 発 事 業 区 域 の

面 積 が １ ヘ ク タ

ー ル 未 満 は 、 縮

尺 １ ／ 3 0 0以 上 と

す る 。  

 

 1 2  緑 化 計 画 平 面

図  

１ ／ 1 0 0以 上  植 栽 位 置 、 樹 種 、 樹 高 を

表 示 し 、 必 要 に よ り 着 色

す る 。  

   

 1 3  給 水 計 画 平 面

図  

１ ／ 5 0 0以 上  給 水 施 設 の 位 置 、 形 状 、

内 法 寸 法 及 び 取 水 方 法 を

表 示 す る 。  

   

 1 4  造 成 計 画 断 面

図  

１ ／ 1 0 0以 上  切 土 又 は 盛 土 を す る 前 後

の 地 盤 面 、 擁 壁 及 び が け

の 位 置 を 表 示 す る 。  

   

 1 5  排 水 計 画 断 面

図  

１ ／ 1 0 0以 上  放 流 先 の 状 況 を 表 示 す

る 。 使 用 材 の 構 造 図 は １

／ 2 0と す る 。  

   

 1 6  道 路 縦 横 断 面

図  

縦 断 面 図  

１ ／ 5 0 0以 上  

横 断 面 図  

１ ／ 1 0 0以 上  

路 線 ご と に 表 示 す る 。 道

路 断 面 、 構 造 、 形 状 及 び

幅 員 等 を 表 示 す る 。 使 用

材 の 構 造 図 は １ ／ 2 0と す

る 。  

幅 員 、 構 造 別 に

表 示 す る 。  

 

 1 7  消 防 水 利 図  １ ／ 5 0 0以 上  消 火 栓 の 位 置 及 び 構 造 並

び に 貯 水 槽 の 位 置 、 容 積

及 び 構 造 を 表 示 す る 。 貯

水 槽 の 構 造 図 は １ ／ 2 0と

す る 。  

開 発 事 業 区 域 の

面 積 が １ ヘ ク タ

ー ル 未 満 は 、 縮

尺 １ ／ 3 0 0以 上 と

す る 。  

 

 1 8  擁 壁 の 断 面 図  １ ／ 5 0以 上  擁 壁 の 材 質 、 寸 法 及 び こ

う 配 、 埋 込 コ ン ク リ ー ト

の 寸 法 並 び に 透 水 層 の 位

置 及 び 寸 法 を 表 示 す る 。  

擁 壁 の 設 置 す る 前 後 の 地

盤 面 、 基 礎 地 盤 の 土 質 並

び に 基 礎 ぐ い の 位 置 、 材

料 及 び 寸 法 を 表 示 す る 。  

擁 壁 の 高 さ が ２

メ ー ト ル 以 上 の

と き は 、 確 認 通

知 書 の 写 し を 添

付 す る 。  

 

◎ 建 築 行 為 が 伴 う 場 合  

  

 番 号  図 面 等 の 名 称  縮 尺  明 示 事 項 等  備 考   

 １  配 置 図  １ ／ 1 0 0以 上       
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 ２  建 物 立 面 図  １ ／ 5 0以 上  使 用 す る 色 の マ ン セ ル 値

を 表 示 す る 。  

各 面 ご と に 作 成 す

る 。 着 色 し 、 露 出

す る 建 築 設 備 及 び

各 部 分 の 仕 上 げ を

表 示 す る こ と 。  

 

 ３  各 階 平 面 図  １ ／ 1 0 0以 上       

 ４  日 影 図  １ ／ 1 0 0以 上  隣 地 に 住 居 の あ る 場 合

は 、 そ の 位 置 、 階 数 及 び

氏 名 等 を 表 示 す る 。 申 請

部 分 の 高 さ 、 周 辺 敷 地 の

高 低 差 、 周 辺 道 路 、 排 水

路 及 び 河 川 等 の 状 況 を 表

示 す る 。  

条 例 第 5 1条 の 規 定

に よ る 。 た だ し 、

工 業 地 域 は 準 工 業

地 域 に 準 じ て 表 示

す る 。  

 

 ５  浄 化 槽 構 造 図  １ ／ 1 0 0以 上  浄 化 槽 に 流 入 時 の Ｂ Ｏ Ｄ

及 び 流 出 時 の Ｂ Ｏ Ｄ 並 び

に 積 算 根 拠 を 表 示 す る 。  

   

◎ そ の 他 必 要 と 認 め ら れ る 図 書  

・  環 境 調 査 書 （ 事 前 協 議 書 の み ）  

・  施 行 同 意 書 の 写 し 及 び 印 鑑 証 明 書 の 写 し  

・  地 質 （ 土 壌 ） 及 び 地 盤 調 査 に 関 す る 図 書  

・  電 気 、 ガ ス 、 及 び 輸 送 機 関 の 整 備 及 び 利 用 状 況 に 関 す る 図 書  

・  埋 蔵 文 化 財 及 び 保 護 文 化 財 に 関 す る 図 書  

・  電 波 等 の 影 響 に 関 す る 図 書  

・  土 砂 等 の 搬 出 入 経 路 、 搬 出 入 量 、 搬 出 地 及 び 処 分 の 方 法 を 記 載 し た

図 書  

・  雨 水 等 集 水 区 域 及 び 流 出 状 況 の 調 査 に 関 す る 図 書  

・  景 観 チ ェ ッ ク シ ー ト  

・  そ の 他  

備 考  上 記 に 掲 げ る 縮 尺 の 図 面 に よ っ て は 適 切 に 表 示 で き な い 場 合 に は 、

当 該 行 為 の 規 模 に 応 じ て 、 町 長 が 適 切 と 認 め る 縮 尺 の 図 面 を も っ て 、

こ れ ら の 図 面 に 代 え る こ と が で き る 。  

一 部 改 正 〔 平 成 1 6年 規 則 1 0号 ・ 1 9年 ４ 号 ・ 2 1年 1 4号 〕  
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